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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技機に併設され、前記遊技機で遊技を行うための遊技媒体を貸し出す遊技媒体貸出装
置であって、
　前記貸し出される遊技媒体を払い出す払出口と、
　前記払出口の下方に設けられた遊技媒体の受け皿と、
　前記払出口から払い出される遊技媒体を前記遊技機の前面側に案内する案内通路と、
　前記案内通路を前記案内通路の使用位置と収納位置との間で移動可能とし、前記使用位
置では、前記払出口から払い出される遊技媒体を前記案内通路へ導入すると共に、前記収
納位置では、遊技媒体を落下させる開口部を前記払出口と前記案内通路との間に形成し前
記払出口から払い出される遊技媒体を前記開口部を介して下方の前記受け皿に落下させる
案内通路収納手段と
　を備えることを特徴とする遊技媒体貸出装置。
【請求項２】
　前記受け皿は、外部から投入された遊技媒体を、遊技媒体の数を計数する計数手段に導
くための計数用の受け皿であることを特徴とする請求項１に記載の遊技媒体貸出装置。
【請求項３】
　前記案内通路の前記使用位置は、前記払出口から払い出される遊技媒体がその自重によ
り前記案内通路の先端に滑り落ちる角度に前記案内通路が位置決めされる位置であり、
　前記案内通路の前記収納位置は、前記払出口から払い出される遊技媒体の自重による払
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出し動作を規制する角度に前記案内通路が位置決めされる位置であり、
　前記案内通路収納手段は、前記案内通路が前記収納位置にあるとき、前記払出口から払
い出され、払出し動作が規制される遊技媒体を前記開口部を介して前記受け皿に落下させ
ることを特徴とする請求項１または２に記載の遊技媒体貸出装置。
【請求項４】
　前記案内通路の先端部に設けられ、前記案内通路により案内された前記払出口からの遊
技媒体を貯留する上部が開口された皿状部を備えることを特徴とする請求項１～３のいず
れかに記載の遊技媒体貸出装置。
【請求項５】
　前記使用位置において、前記皿状部は、前記遊技機の遊技媒体が払い出される下皿と前
記遊技機の遊技媒体を投入するための投入口との間の高さ位置に配置されることを特徴と
する請求項４に記載の遊技媒体貸出装置。
【請求項６】
　前記払出口の左右において前方へ突設され、前記払出口から払い出された遊技媒体の左
右方向への動きを規制する突出部を備えることを特徴とする請求項１～５のいずれかに記
載の遊技媒体貸出装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、スロットマシンなどの遊技機のプレーに用いられるメダルなどの遊技媒体を
貸し出す遊技媒体貸出装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、スロットマシンなどの遊技機を設置した遊技ホールにおいては、遊技媒体である
メダルなどを貸し出すサンドと呼ばれる遊技媒体貸出装置が遊技機に併設されている。遊
技者は、これらの遊技媒体貸出装置を利用して遊技媒体を借り遊技を行っている。
【０００３】
　このような従来の遊技媒体貸出装置として、外部から遊技媒体を投入するための投入部
を備え、投入された遊技媒体を計数し、計数結果をクレジット数として記憶すると共に、
当該記憶されたクレジット数から、遊技者の払い出し操作に応じたクレジット数分の遊技
媒体を、遊技機のフロントドアに設けられた遊技媒体投入口へ導くように払い出す構成の
ものが考えられている（特許文献１参照）。
【０００４】
　この遊技媒体貸出装置は、遊技機の遊技媒体投入口へ遊技媒体を導くための案内ノズル
を有している。遊技媒体貸出装置から払い出された遊技媒体は、この案内ノズルを介して
、遊技機の遊技媒体投入口へ案内されるようになっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００６－１９８０１３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、かかる従来の遊技媒体貸出装置においては、案内ノズルを使用可能位置と非
使用位置とに移動可能となっており、当該遊技媒体貸出装置が併設された遊技機に遊技媒
体を補給するといったメンテナンスを行う際に案内ノズルを非使用位置に退避させること
で、遊技機のフロントドアを開けることができる。
【０００７】
　案内ノズルを非使用位置に移動した状態では、遊技媒体貸出装置から払い出された遊技
媒体が遊技機の遊技媒体投入口へ案内されないこととなる。この状態において、遊技者が
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誤って払出し操作を行ってしまった場合、遊技媒体が遊技機の遊技媒体投入口へ案内され
ず、床に散乱するといった不都合が発生する問題があった。
【０００８】
　かかる問題点を解決するため、案内ノズルを非使用位置に移動させた場合には、遊技媒
体貸出装置から遊技媒体が払い出されることを禁止するための手段を設ける必要がある。
【０００９】
　従来の遊技媒体貸出装置では、この禁止手段として、案内ノズルが非使用位置に移動し
たことを検出するセンサを設け、当該センサの検出結果に基づいて、遊技媒体の払い出し
を、遊技媒体貸出装置の動作として停止する手段を設ける方法が考えられている。
【００１０】
　しかしながら、センサによって遊技媒体の払い出しを停止する構成では、センサを設け
る分、構成が複雑化し製造コストが増加する問題があり、また、遊技者が遊技媒体の払い
出し操作を行ったにも関わらず、払い出し動作が行われないこととなるため、遊技者はエ
ラーが発生したものと誤認してしまうおそれがある。
【００１１】
　また、その他の禁止手段として、案内ノズルが非使用位置に移動した状態においては、
遊技媒体貸出装置から案内ノズルに対して払い出される遊技媒体の通路を遮断するストッ
パを設けることが考えられている。
【００１２】
　しかしながら、この禁止手段においては、ストッパを設ける分、構成が複雑化して製造
コストが増加する問題があった。
【００１３】
　そこで、本発明の目的は、構成が複雑化することを回避しつつ、遊技媒体が払い出され
る際に、当該遊技媒体が床に散乱することを防止し得る遊技媒体貸出装置を提供すること
である。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　本発明は、以下のような遊技媒体貸出装置を提供する。
　本発明の遊技媒体貸出装置は、遊技機に併設され、前記遊技機で遊技を行うための遊技
媒体を貸し出す遊技媒体貸出装置であって、前記貸し出される遊技媒体を払い出す払出口
と、前記払出口の下方に設けられた遊技媒体の受け皿と、前記払出口から払い出される遊
技媒体を前記遊技機の前面側に案内する案内通路と、前記案内通路を前記案内通路の使用
位置と収納位置との間で移動可能とし、前記使用位置では、前記払出口から払い出される
遊技媒体を前記案内通路へ導入すると共に、前記収納位置では、遊技媒体を落下させる開
口部を前記払出口と前記案内通路との間に形成し前記払出口から払い出される遊技媒体を
前記開口部を介して下方の前記受け皿に落下させる案内通路収納手段とを備えることを特
徴としている。
【００１５】
　この遊技媒体貸出装置においては、案内通路が収納位置にあるとき、遊技者が誤って払
出操作を行ってしまった場合であっても、払出口から払い出された遊技媒体は、下方の受
け皿に落下することとなり、遊技媒体が床面に散乱するといった不都合を防止することが
できる。
【００１６】
　また本発明は、前記構成に加えて、前記受け皿は、外部から投入された遊技媒体を、遊
技媒体の数を計数する計数手段に導くための計数用の受け皿であることを特徴としている
。
【００１７】
　この遊技媒体貸出装置においては、案内通路が収納位置にあるときに遊技者が誤って払
出操作を行うと、払出口から払い出された遊技媒体は、計数用の受け皿に落下し、計数手
段によって計数される。これにより、案内通路を介して遊技機側に案内されず、遊技に供
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されない遊技媒体（受け皿に落下した遊技媒体）は、再度計数されてクレジット数に反映
される。この結果、遊技者が誤って払出操作を行って遊技に供されずに受け皿から回収さ
れた遊技媒体については、再度利用可能となり、遊技者が不利益を被ることを防止するこ
とができる。
【００１８】
　また本発明は、前記構成に加えて、前記案内通路の前記使用位置は、前記払出口から払
い出される遊技媒体がその自重により前記案内通路の先端に滑り落ちる角度に前記案内通
路が位置決めされる位置であり、前記案内通路の前記収納位置は、前記払出口から払い出
される遊技媒体の自重による払出し動作を規制する角度に前記案内通路が位置決めされる
位置であり、前記案内通路収納手段は、前記案内通路が前記収納位置にあるとき、前記払
出口から払い出され、払出し動作が規制される遊技媒体を前記開口部を介して前記受け皿
に落下させることを特徴としている。
 
【００１９】
　この遊技媒体貸出装置においては、案内通路が収納位置にあるとき、遊技者が誤って払
出操作を行ってしまった場合であっても、払出口から払い出された遊技媒体は、案内通路
の規制によって開口部から下方の受け皿に落下することとなるので、遊技媒体が床面に散
乱するといった不都合を防止することができる。
【００２０】
　また本発明は、前記構成に加えて、前記案内通路の先端部に設けられ、前記案内通路に
より案内された前記払出口からの遊技媒体を貯留する上部が開口された皿状部を備えるこ
とを特徴としている。
【００２１】
　この遊技媒体貸出装置においては、案内通路に案内された遊技媒体は、案内通路の先端
部に設けられた皿状部に貯留されることになる。皿状部は、上部が開口しており、遊技者
は、この皿状部に貯留された遊技媒体を取り出して遊技機の遊技媒体の投入口へ投入する
ことができる。
【００２２】
　また本発明は、前記構成に加えて、前記使用位置において、前記皿状部は、前記遊技機
の遊技媒体が払い出される下皿と前記遊技機の遊技媒体を投入するための投入口との間の
高さ位置に配置されることを特徴としている。
【００２３】
　この遊技媒体貸出装置においては、案内通路の先端部に設けられた皿状部が、案内通路
の使用位置において遊技機の下皿と投入口との間に配置されることにより、皿状部に貯留
された遊技媒体を、遊技者が取り上げて遊技機の投入口へ投入する際の遊技者の動作量が
少なくなることにより、遊技者の疲労を低減することができる。
【００２４】
　また本発明は、前記構成に加えて、前記払出口の左右において前方へ突出して設けられ
、前記払出口から払い出された遊技媒体の左右方向への動きを規制する突出部を備えるこ
とを特徴としている。
【００２５】
　この遊技媒体貸出装置においては、案内通路が収納位置にあるときに払出口から払い出
されて受け皿に落下する遊技媒体は、その左右方向への動きが突出部により規制される。
これにより、受け皿に落下する遊技媒体が左右方向に広がって落下することを抑制するこ
とができ、遊技媒体を実用上十分に受け皿に回収することができる。
【発明の効果】
【００２６】
　本発明によれば、構成が複雑化することを回避しつつ、遊技媒体が払い出される際に、
当該遊技媒体が床に散乱することを防止し得る遊技媒体貸出装置を提供することができる
。
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【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】本発明による遊技媒体貸出装置（サンド）を併設したパチスロ機を示す正面図で
ある。
【図２】サンドを示す斜視図である。
【図３】サンドを示す斜視図である。
【図４】メダル払出部の構成を示す斜視図である。
【図５】メダル払出部の構成を示す斜視図である。
【図６】メダル払出部の構成を示す斜視図である。
【図７】サンド及びパチスロ機を示す側面図である。
【図８】サンド及びパチスロ機を示す平面図である。
【図９】メダル払出部の構成を示す斜視図である。
【図１０】メダル払出部の構成を示す斜視図である。
【図１１】サンドを示す側面図である。
【図１２】サンドの内部構成を示す斜視図である。
【図１３】サンドの内部構成を示す縦断面図である。
【図１４】第１の収納空間を示す略線的斜視図である。
【図１５】電源ユニットを、筐体の内部空間の左右方向の寸法を全て使用した比較例を示
す略線的斜視図である。
【図１６】サンドの前面部の前面パネルを取り外した状態を示す斜視図である。
【図１７】スピーカの取付け状態を示す断面図である。
【図１８】払出用ホッパを示す斜視図である。
【図１９】払出用ホッパを示す縦断面図である。
【図２０】計数用ホッパを示す斜視図である。
【図２１】計数用ホッパを示す縦断面図である。
【図２２】搬送コンベアとパチスロ機及びサンドとの配置状態を示す概略図である。
【図２３】樹脂チューブを示す概略図である。
【図２４】サンド及びパチスロ機の近傍に搬送コンベアが設けられている例を示す概略図
である。
【図２５】サンドの制御基板及び当該制御基板によって制御される構成部品を示すブロッ
ク図である。
【図２６】メインＣＰＵによる遊技媒体の貸出処理手順を示すフローチャートである。
【図２７】ステップＳ１１において操作ユニットのタッチパネルＬＣＤに表示される選択
用の表示内容を示す平面図である。
【図２８】離席警告処理手順を示すフローチャートである。
【図２９】ガイド部材の取り付け状態を示す正面図である。
【図３０】他の実施の形態によるサンドを示すブロック図である。
【図３１】他の実施の形態に係るメダル計数用投入口を示す斜視図である。
【図３２】他の実施の形態に係るメダル計数用投入口の裏面側を示す斜視図である。
【図３３】他の実施の形態に係るメダル計数用投入口を示す斜視図である。
【図３４】他の実施の形態に係るメダル計数用投入口を示す斜視図である。
【図３５】他の実施の形態に係るメダル計数用投入口を示す斜視図である。
【図３６】他の実施の形態に係るメダル計数用投入口を示す斜視図である。
【図３７】他の実施の形態に係る計数用ホッパと一体型のメダル計数用投入口を示す略線
的側面図である。
【図３８】他の実施の形態に係るメダル計数用投入口を示す断面図である。
【図３９】他の実施の形態に係る計数処理手順を示すフローチャートである。
【図４０】他の実施の形態に係る遊技媒体の貸出処理手順を示すフローチャートである。
【図４１】他の実施の形態に係るメダル検出用のセンサの取付け状態を示す斜視図である
。
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【図４２】他の実施の形態に係るメダルの揚送手段を示す略線的斜視図である。
【図４３】他の実施の形態に係る分割された前面パネルを有するサンドを示す斜視図であ
る。
【図４４】他の実施の形態に係る前面パネルの取外し状態を示す斜視図である。
【図４５】他の実施の形態に係る前面パネルの装脱方法の説明に供する略線図である。
【図４６】他の実施の形態に係る照光用ＬＥＤ基板の取付け状態を示す斜視図である。
【図４７】他の実施の形態に係る制御基板及び制御基板に接続される構成部品を示すブロ
ック図である。
【図４８】他の実施の形態に係る制御基板及び電源ユニットの取付け状態を示す略線的側
面図である。
【図４９】他の実施の形態に係るカメラ部の構成を示す斜視図である。
【図５０】他の実施の形態に係る制御基板及び制御基板に接続される構成部品を示すブロ
ック図である。
【図５１】他の実施の形態に係るサンド及び金融サーバの接続を示すブロック図である。
【図５２】他の実施の形態に係る制御基板の構成を示す略線図である。
【図５３】サンドと金融サーバとの間の情報のやり取りを示すタイミングチャートである
。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
（第１の実施の形態）
　本発明の遊技媒体貸出装置の第１の実施の形態について、以下図面を参照しながら説明
する。図１は、本実施の形態における遊技媒体貸出装置（サンド）を併設したパチスロ機
を示す正面図であり、図２は、サンドを示す斜視図である。
【００２９】
　図１に示すように、パチスロ機１０の向かって右側には、それぞれ、サンド２０が密接
して併設されている。各サンド２０は、隣接するパチスロ機１０に対応して設置されてお
り、対応する当該パチスロ機１０との間で通信可能に接続されている。また各サンド２０
は、ホール全体のサンド２０のシステム管理や売り上げ管理を行うコントローラ（図示せ
ず）に対して通信可能に接続されている。なお、本実施の形態においては、ホール全体の
管理を行うコントローラ（ホールコンピュータ）に通信可能に接続されたサンド２０につ
いて説明するが、本発明はこれに限られるものではなく、コントローラと通信を行わない
サンドであってもよい。
【００３０】
　各サンド２０の前面部２１には、ＬＥＤ（light-emitting diode）部３１、カード挿入
口３２、紙幣を投入可能な紙幣挿入口３３、タッチパネルＬＣＤ（liquid crystal displ
ay）により構成された操作ユニット３４、カメラ３５、非接触ＩＣカードリーダライタ３
６、メダル（遊技媒体）払出部１００１、スピーカカバー３８、メダル（遊技媒体）計数
用投入口３９等が設けられている。カード挿入口３２は、例えばホールのカード発行機（
図示せず）によって発行された情報カードを受け付け可能な挿入口である。ＬＥＤ部３１
は、フルカラーＬＥＤ３１Ａ、赤外ＬＥＤ（赤外線発光ダイオード）３１Ｂから構成され
ている。
【００３１】
　遊技者は、情報カード又は所定金額の紙幣を、カード挿入口３２又は紙幣挿入口３３に
投入することで、遊技に必要な遊技媒体としてのメダルの貸し出しを受けることができる
。また、遊技者は、非接触ＩＣカードを、非接触ＩＣカードリーダライタ３６にかざすこ
とで、遊技に必要なメダルの貸し出しを受けることができる。
【００３２】
　サンド２０は、情報カード、紙幣及びＩＣカードといった価値媒体の投入を受けると、
投入された価値媒体の金額に応じた数のメダルを、内部に設けられた払出用ホッパ（第１
の計数部）によって計数してメダル払出部１００１に払い出す。遊技者は、メダル払出部
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１００１に払い出されたメダルをパチスロ機１０のメダル投入口１１へ投入することによ
り、パチスロ機１０において遊技を行うことができる。
【００３３】
　また、パチスロ機１０においては、遊技の結果に応じて、メダル払出トレー１２にメダ
ルを払い出すようになされている。遊技者は、このメダルをメダル払出トレー１２から掬
い取って、サンド２０のメダル計数用投入口３９へ投入することにより、このメダルをサ
ンド２０によって計数させることができる。サンド２０は、メダル計数用投入口３９から
投入されたメダルを、内部に設けられた計数用ホッパ（第２の計数部）によって計数する
。
【００３４】
　計数された結果は、カード挿入口３２から挿入されたカードに記録され、又は、ホール
コンピュータに設けられた記憶部に記憶される。
【００３５】
　計数用ホッパにおいて計数されたメダルは、サンド２０の底面部に設けられた排出口か
ら搬送コンベアに排出され、回収される。なお、搬送コンベアが設けられていない場所で
は、サンド２０の下部にメダルを貯留するための貯留ボックスを設置し、この貯留ボック
スへメダルを排出するようにしてもよい。
【００３６】
　メダル払出部１００１は、図１及び図２に示すような使用状態（使用位置）と、図３に
示すような収納状態（収納位置）とに変移可能となっている。使用状態においては、サン
ド２０の前面に設けられたメダル払出口１００２から払い出されたメダルがその自重によ
って傾斜面を滑り落ちるように設定され、当該傾斜面を滑り落ちたメダルは、パチスロ機
１０の前面側であって、メダル投入口１１とメダル払出トレー１２との間の高さ位置に貯
留されるようになっている。
【００３７】
　具体的には、図４に示すように、メダル払出部１００１は、サンド２０の前面部に固定
されたベース部１０２０にメダルを払出すためのメダル払出口１００２を有し、このメダ
ル払出口１００２から払い出されたメダルを案内するための案内部材１０３０、１０４０
、１０５０、１０６０及び１０７０が設けられている。これらの案内部材１０３０～１０
７０は、各々がＵ字溝形状に形成されており、案内部材１０３０～１０７０の順にＵ字状
の形状が順次に大きくなっている。これにより、案内部材１０３０は案内部材１０４０の
内底面上に滑り込むようになっており、案内部材１０４０は案内部材１０５０の内底面上
に滑り込むようになっており、案内部材１０５０は案内部材１０６０の内底面上に滑り込
むようになっており、案内部材１０６０は案内部材１０７０の内底面上に滑り込むように
なっている。因みに、本実施の形態の場合、案内部材１０３０～１０７０として、樹脂材
料によって形成されたものを用いるが、材質はこれに限られず、例えば、金属材料または
ゴム等、他の種々の材質のものを用いることができる。
【００３８】
　これにより、各案内部材１０３０～１０７０は、図４に示すように全体が収縮した状態
と、図２に示すように全体が伸びた状態との間で変移可能となっている。
【００３９】
　また、図５及び図６に示すように、案内部材１０３０及び１０４０は軸部材１０３１に
よって互いに回動可能に軸支され、案内部材１０４０及び１０５０は軸部材１０４１によ
って互いに回動可能に軸支され、案内部材１０５０及び１０６０は軸部材１０５１によっ
て互いに回動可能に軸支され、案内部材１０６０及び１０７０は軸部材１０６１によって
互いに回動可能に軸支されている。
【００４０】
　具体的には、図６に示すように、案内部材１０３０及び１０４０の一方の側面部には、
それぞれ軸部材１０３１を受けるための軸受部１０３３及び１０４４が設けられており、
案内部材１０４０及び１０５０の一方の外側面部には、それぞれ軸部材１０４１を受ける
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ための軸受部１０４３及び１０５４が設けられており、案内部材１０５０及び１０６０の
一方の外側面部には、それぞれ軸部材１０５１を受けるための軸受部１０５３及び１０６
４が設けられており、案内部材１０６０及び１０７０の一方の外側面部には、それぞれ軸
部材１０６１を受けるための軸受部１０６３及び１０７４が設けられている。
【００４１】
　これにより、案内部材１０３０～１０７０は、いずれも同じ側面部側を回動中心にして
回動するように構成されている。
【００４２】
　一方、案内部材１０３０～１０６０の他方の側面部には、ガイド突起部１０３５～１０
６５が設けられていると共に、案内部材１０４０～１０７０の他方の側面部には、ガイド
孔１０４６～１０７６が形成されている。案内部材１０３０のガイド突起部１０３５は、
案内部材１０４０のガイド孔１０４６に係合され、当該ガイド孔１０４６に沿って移動可
能となっている。案内部材１０４０のガイド突起部１０４５は、案内部材１０５０のガイ
ド孔１０５６に係合され、当該ガイド孔１０５６に沿って移動可能となっている。案内部
材１０５０のガイド突起部１０５５は、案内部材１０６０のガイド孔１０６６に係合され
、当該ガイド孔１０６６に沿って移動可能となっている。案内部材１０６０のガイド突起
部１０６５は、案内部材１０７０のガイド孔１０７６に係合され、当該ガイド孔１０７６
に沿って移動可能となっている。
【００４３】
　これにより、案内部材１０３０～１０７０は、軸部材１０３１～１０６１が設けられた
側を中心にして、全体が円弧を描くように伸縮可能となっている。全体が伸びた状態では
、図２に示すように、案内部材１０７０がパチスロ機１０の下部に設けられたメダル払出
トレー１２とそれよりも上部に設けられたメダル投入口１１との間に配置されるようにな
されている。
【００４４】
　また、メダル払出部１００１が伸びた状態（案内部材１０７０が引き出された状態）で
は、案内部材１０３０の角度がメダル払出口１００２側から案内部材１０３０の先端部に
向かって、水平よりも下方に傾斜するように位置決めされるようになっているため、これ
に応じて、メダル払出口１００２から、案内部材１０３０、１０４０、１０５０、１０６
０及び１０７０にかけて、全体として下方に傾斜するようになっている。これにより、メ
ダル払出口１００２から払い出されたメダルは、案内部材１０３０、１０４０、１０５０
、１０６０の順に案内部材１０７０まで滑り落ちることとなる。
【００４５】
　案内部材１０７０は、側面部１０７７Ａ、１０７７Ｂと、端面部１０７７Ｃとによって
３方が囲まれた構成を有しており、メダル払出口１００２から払い出されたメダルが、案
内部材１０７０に留まるようになっている。すなわち、メダル払出口１００２から払い出
されたメダルは、パチスロ機１０のメダル払出トレー１２よりも上方であって、メダル投
入口１１よりも下方に位置する案内部材１０７０に留まることになる。これにより、遊技
者は、下方のメダル払出トレー１２からメダルを取り上げるよりも簡単に、案内部材１０
７０からメダルを取り上げることができる。すなわち、パチスロ機１０のメダル払出トレ
ー１２からメダルを取り上げてメダル投入口１１へ投入する動作よりも容易に、案内部材
１０７０からメダルを取り上げてメダル投入口１１へ投入することができる。
【００４６】
　また、案内部材１０７０がパチスロ機１０の前方に引き出された状態では、案内部材１
０７０がパチスロ機１０のメダル払出トレー１２よりも上方に位置することにより、パチ
スロ機１０からそのメダル払出トレー１２へ払い出されたメダルを取り出す際に、例えば
、メダル払出トレー１２内に案内部材１０７０が配置される構成に比べて、メダルを容易
に取り出すことができる。すなわち、メダル払出トレー１２からメダルを取り出す際の妨
げにならない位置に案内部材１０７０が配置されることになる。これにより、遊技者がメ
ダル払出トレー１２からメダルを取り出す動作を妨げることなく、サンド２０から払い出
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されたメダルを、容易にパチスロ機１０のメダル投入口１１へ投入することができる。
【００４７】
　因みに、案内部材１０７０の端面部１０７７Ｃは、当該案内部材１０７０の底面から曲
線状に立ち上がるように形成されていることにより、案内部材１０７０に貯留されたメダ
ルを遊技者が取り上げる際に、当該曲面状の端面部１０７７Ｃに沿ってメダルを容易に取
り上げることができる。
【００４８】
　このように、メダル払出部１００１は、全体として円弧を描くように引き伸ばされる構
成となっていることにより、図７及び図８に示すように、サンド２０がパチスロ機１０よ
りも後退した配置となっている場合に、メダル払出口１００２から払い出されたメダルを
、パチスロ機１０の前面側に滑り落すことができる。
【００４９】
　因みに、図８に示すように、パチスロ機１０においては、本体部１０Ｃに対して、フロ
ントドア１０Ｂが回動軸１０Ａによって回動（開閉）可能に軸支されている。このため、
メダル払出部１００１がパチスロ機１００の前面側に引き出されていると、フロントドア
１０Ｂを矢印ｒ１方向に開くことができなくなるが、本実施の形態のメダル払出部１００
１が収納状態（図３）になるため、フロントドア１０Ｂを開く際の妨げになることを回避
することができる。
【００５０】
　メダル払出部１００１は、図４に示したように、その全体が略水平方向へ収縮した状態
から、さらに、メダル払出部１００１を上方へ回動させることが可能となっており、これ
により、図３に示した収納状態とすることができる。
【００５１】
　このメダル払出部１００１の上下方向への回動機構について説明する。図９は、メダル
払出部１００１の回動機構部を示す斜視図である。図９においては、案内部材１０３０以
外の案内部材１０４０～１０７０を省略して示している。
【００５２】
　図９に示すように、メダル払出口１００２が形成されたベース部１０２０には、その左
右両端部において前方に突出した突出部１０２１Ａ、１０２１Ｂが設けられている。一方
の突出部１０２１Ａには回動軸１０２４Ａを介してリンク部材１０２３Ａが回動可能に軸
支されている。また、リンク部材１０２３Ａには、回動軸１０２５Ａを介して案内部材１
０３０が回動可能に軸支されている。他方の突出部１０２１Ｂにおいても同様にして、回
動軸（図示せず）を介してリンク部材（図示せず）が軸支され、このリンク部材に回動軸
（図示せず）を介して案内部材１０３０が回動可能に軸支されている。
【００５３】
　案内部材１０３０の一方の側面部から外方に向かって、ガイド突起１０２６Ａが突設さ
れ、このガイド突起１０２６Ａは、突出部１０２１Ａに形成されたガイド孔１０２２Ａに
係合されている。案内部材１０３０の他方の側面部においても、同様にして、外方にガイ
ド突起（図示せず）が突設され、このガイド突起は、突出部１０２１Ｂに形成されたガイ
ド孔（図示せず）に係合されている。これにより、案内部材１０３０は、回動軸１０２４
Ａ及び１０２５Ａを回動中心にして回動可能となり、ガイド孔１０２２Ａにガイドされる
ことにより、図９に示す使用状態（案内部材１０３０が前方に倒れた状態）と、図１０に
示す収納状態（案内部材１０３０が上方に持ち上げられた状態）とに変移可能となってい
る。
【００５４】
　使用状態においては、案内部材１０３０のガイド突起１０２６Ａが、ガイド孔１０２２
Ａの上端部１０２７Ａに当接することで、案内部材１０３０が位置決めされる。この位置
において、案内部材１０３０は、その先端部１０３０Ａが水平方向よりも下方に向くよう
に傾斜した状態となる。これにより、メダル払出口１００２から払い出されたメダルは、
案内部材１０３０の内底面上を先端部１０３０Ａに向かって滑り落ちることとなる。案内
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部材１０３０に係合された案内部材１０４０（図５）は、その上下方向の角度が、案内部
材１０３０と略同様の角度となるように案内部材１０３０に軸支されている。また、案内
部材１０４０に係合された案内部材１０５０（図５）は、その上下方向の角度が、案内部
材１０４０と略同様の角度となるように案内部材１０４０に軸支されている。また、案内
部材１０５０に係合された案内部材１０６０（図５）は、その上下方向の角度が、案内部
材１０５０と略同様の角度となるように案内部材１０５０に軸支されている。また、案内
部材１０６０に係合された案内部材１０７０（図５）は、その上下方向の角度が、案内部
材１０６０と略同様の角度となるように案内部材１０６０に軸支されている。これにより
、全ての案内部材１０３０～１０７０は、使用状態において、メダル払出口１００２から
下方に傾斜するように位置決めされる（図７）。
【００５５】
　これに対して、収納状態においては、図１０に示すように、案内部材１０３０は、その
ガイド突起１０２５Ａがガイド孔１０２２Ａの他方の端部に当接することにより、先端部
１０３０Ａが上方を向いた状態で位置決めされる。この状態においては、収縮状態にある
他の案内部材１０４０～１０７０も同様に上方を向いた状態となる。
【００５６】
　この収納状態では、案内部材１０３０の後端部１０３０Ｂは、ベース部１０２０から離
間した状態となることにより、案内部材１０３０の後端部１０３０Ｂとベース部１０２０
との間に空隙１０３０Ｃが形成される。そして、上方に回動された案内部材１０３０の内
底面部１０３０Ｄ及び側面部１０３０Ｅ、１０３０Ｆは、メダル払出口１００２の前方に
おいて前方向及び左右横方向を取り囲むガイド壁を形成することになる。これにより、案
内部材１０３０が収納状態となっている場合には、メダル払出口１００２から前方に払い
出されたメダルは、案内部材１０３０の内底面部１０３０Ｄ及び側面部１０３０Ｅ、１０
３０Ｆによってその払出し方向を鉛直下方に変化させ、空隙１０３０Ｃを介して下方に落
下する。
【００５７】
　図１１に示すように、メダル払出部１００１の下方には、計数用投入口３９が設けられ
ており、メダル払出部１００１から落下したメダルは、この計数用投入口３９に投入され
る。計数用投入口３９に投入されたメダルは、サンド２０の計数用ホッパ（後述）によっ
て計数され、クレジット数として、カード挿入口３２から挿入されたカードに記録され、
又は、ホールコンピュータに設けられた記憶部に記憶される。このように、メダル払出部
１００１が収納状態にあるときに、例えば遊技者がサンド２０の操作ユニット３４におい
てメダル払出操作を行ってしまった場合、メダル払出口１００２から払い出されたメダル
は、矢印ｒ２で示すように、計数用投入口３９に落下して計数用に回収されることにより
、メダルが床に散乱するといった不都合を回避することができる。また、遊技者は、メダ
ル払出操作に応じたサンド２０の払出し動作を、メダルがメダル払出部１００１から計数
用投入口３９に落下する動作によって認識することができるため、メダル払出操作を行っ
たにも関わらず、メダル払出動作が実行されないといった不信感を抱くことがなくなる。
すなわち、センサ等を設けて、メダル払出部１００１が使用状態となっていないことを検
出し、当該検出結果に基づいてメダル払出動作を停止するように構成したとすると、遊技
者は、メダル払出操作を行ったにも関わらず、払出動作が実行されない故障状態と誤認す
る可能性があるが、本実施の形態のように、メダルの落下という動作によって、サンド２
０の払出し動作は正規に実行されたという認識を遊技者に持たせることができる。これに
より、遊技者は、メダル払出部１００１を使用状態にセットしていないにも関わらず、払
出操作を行ってしまったことを認識することができる。
【００５８】
　因みに、収納状態においては、図１０に示すように、案内部材１０３０の側面部１０３
０Ｅ、１０３０Ｆに加えて、ベース部１０２０の左右両端部に設けられた突出部１０２１
Ａ、１０２１Ｂによっても、メダルが左右方向へ散らばることを防止することができる。
【００５９】
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　このように、収納状態においては、メダル払出口１００２から払い出されたメダルが計
数用投入口３９へ落下する構成としたことにより、収納状態又は使用状態を検出するセン
サを設ける必要がなく、また、従来のようなストッパ機構を設ける必要がないため、その
分、構成が複雑化することを抑制することができる。
【００６０】
　また、後述するように、メダル払出部１００１の上方には、鍵付きの前面パネル２２３
が設けられているが（図２、図３）、この前面パネル２２３内には、重要な構成部品（制
御基板など）が収納されている。メダル払出部１００１を収納状態とした場合に、このよ
うな重要な構成部品の取出し口である前面パネル２２３を、覆う構成としたことにより、
前面パネル２２３を見え難くすることができ、内部の重要な構成備品が不正に交換される
ことを抑止することができる。
【００６１】
　図１２は、サンド２０の内部構成を示す斜視図であり、図１３は、その縦断面図である
。図１２及び図１３に示すように、サンド２０は、筐体２２の内部に、情報カード、紙幣
、非接触ＩＣカード等の価値媒体を識別する識別手段（情報カードリーダ、紙幣識別装置
６１、ＩＣカードリーダライタ等）と、電源ユニット６５とを収納する第１の収納空間Ａ
Ｒ１１を有している。また、第１の収納空間ＡＲ１１の下方には、払出用ホッパ５１と計
数用ホッパ７１とを上下に併設して収納する第２の収納空間ＡＲ１３を有している。第１
の収納空間ＡＲ１１には、上部に識別手段（情報カードリーダ、紙幣識別装置６１、ＩＣ
カードリーダライタ等）が収納され、下部に電源ユニット６５が収納されている。すなわ
ち、第１の収納空間ＡＲ１１の下部は、電源ユニット６５を収納する電源ユニット収納空
間ＡＲ１２を形成している。
【００６２】
　図１４は、第１の収納空間ＡＲ１１を示す略線的斜視図である。図１４において、紙幣
識別装置（ビルバリ）６１は、紙幣挿入口３３（図１２）から投入された紙幣を識別する
装置であり、情報カードリーダ６２は、カード挿入口３２から挿入された情報カードから
情報を読み取る装置である。これら紙幣識別装置６１及び情報カードリーダ６２の合計の
幅寸法は、筐体２２の内部空間の幅寸法よりも小さくなっている。これにより、情報カー
ドリーダ６２及び紙幣識別装置６１を並べて収納した場合、これら情報カードリーダ６２
及び紙幣識別装置６１からなる識別手段の側方には、制御基板６３の厚み寸法以上の空間
が形成されるようになっている。
【００６３】
　また、電源ユニット６５の幅寸法は、筐体２２の内部空間の幅寸法よりも小さくなって
いる。これにより、電源ユニット６５を識別手段の下方に収納した場合、電源ユニット６
５の側方には、制御基板６３の厚み寸法以上の空間が形成されるようになっている。
【００６４】
　すなわち、識別手段及び電源ユニット６５を上下に並べて収納することにより、それら
の側方には、制御基板６３の厚み寸法以上の寸法でなる空間が形成される。この空間に制
御基板６３を立てて収納することができる。この場合、制御基板６３を収納する空間の大
きさは、筐体２２の内部空間の前後方向の寸法及び第１の収納領域ＡＲ１１の上下方向の
寸法を全て充当することができ、大きな収納空間を得ることができる。
【００６５】
　図１５は、電源ユニット６５を、筐体２２の内部空間の左右方向の寸法を全て使用して
収納した比較例を示している。この場合、識別手段（紙幣識別装置６１及び情報カードリ
ーダ６２）の側方に形成される制御基板６３を収納するための空間の下方は、電源ユニッ
ト６５によって占められていることにより、その分、制御基板６３を収納するための空間
が小さくなる。
【００６６】
　これに対して、本実施の形態においては、図１４に示したように、制御基板６３を収納
するための空間を大きくとることができることにより、一段と大型の制御基板６３を収納
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することができる。このように大型の制御基板６３を収納することができることにより、
制御基板６３の制御対象装置を多くすることができる。
【００６７】
　図１２において、第１の収納領域ＡＲ１１の下方の第２の収納空間ＡＲ１３に収納され
た払出用ホッパ５１は、その上部において筐体２２の背面部に設けられた補給用開口部５
２を介して、ホールからの補給路によりメダルが補給されるようになっている。この補給
用開口部５２と払出用ホッパ５１との間には、補給通路５３が設けられており、補給用開
口部５２から補給されたメダルは、補給通路５３を介して払出用ホッパ５１に落下する。
【００６８】
　一方、筐体２２の前面部２１に設けられたメダル計数用投入口３９と計数用ホッパ７１
との間には、導入通路７２が設けられたおり、メダル計数用投入口３９から投入されたメ
ダルは、この導入通路７２を介して計数用ホッパ７１に落下する（矢印ａ）。計数用ホッ
パ７１には、メダルを計数する計数手段が設けられており、この計数手段により計数され
たメダルは、筐体２０の底面部に設けられた排出口７３から搬送コンベアに排出され（矢
印ｂ）、回収される。
【００６９】
　メダル計数用投入口３９は、図１に示すように、パチスロ機１０のメダル払出トレー１
２と同等の高さに設けられている。これにより、遊技者は、パチスロ機１０のメダル払出
トレー１２に払い出されたメダルを、簡単にメダル計数用投入口３９へ運ぶことができる
。なお、メダル計数用投入口３９の高さは、パチスロ機１０のメダル払出トレー１２と同
等の高さに限られず、メダル払出トレー１２よりも低い位置に設けるようにしてもよい。
このようにすれば、遊技者がメダルを運び易くすることができる。
【００７０】
　次に、サンド２０におけるスピーカの取り付け位置について説明する。図１２及び図１
３に示すように、サンド２０の前面部２１には、前面パネル２３が設けられており、この
前面パネル２３には、スピーカカバー３８が設けられている。このスピーカカバー３８は
、前面パネル２３（スピーカカバー３８）の裏面側に設けられたスピーカからの音を前方
に透過させる複数の透過口を有している。
【００７１】
　図１６は、サンド２０の前面部２１の前面パネル２３を取り外した状態を示す斜視図で
ある。図１６に示すように、前面パネル２３の裏面側には、払出用ホッパ５１が配置され
ており、この払出用ホッパ５１の前面部にスピーカ８１が固定されている。このスピーカ
８１の固定位置は、払出用ホッパ５１の払出口５４と、計数用ホッパ７１の投入口（開口
部７５）との間である。払出用ホッパ５１の払出口５４は、前面パネル２３に設けられた
メダル払出部１００１に対して、払出用ホッパ５１からのメダルを払い出すものであり、
計数用ホッパ７１の投入口（開口部７５）は、メダル計数用投入口３９へ投入されたメダ
ルを、計数用ホッパ７１へ導くものである。すなわち、スピーカ８１の取り付け位置は、
メダル払出部１００１とメダル計数用投入口３９との間となっている。
【００７２】
　払出用ホッパ５１の払出口５４は一般に払出用ホッパ５１の上部に設けられており、ま
た計数用ホッパ７１の投入口（開口部７５）は一般に計数用ホッパ７１の上部に設けられ
ている。従って、払出用ホッパ５１と計数用ホッパ７１とを上下に並べて配置した構成に
おいては、払出口５４と投入口（開口部７５）との間に空間が形成されることになる。ま
た、上部に払出用ホッパ５１が設けられ、下部に計数用ホッパ７１が設けられている構成
においては、メダル計数用投入口３９の上部に一定の空間を形成することにより、遊技者
がメダル計数用投入口３９にメダルを投入し易くすることができる。特に、メダルを貯留
した箱をメダル計数用投入口３９の上に持ってその箱内のメダルをメダル計数用投入口３
９に投入することを目的として、メダル計数用投入口３９の上部（メダル計数用投入口３
９とメダル払出部１００１との間）に空間を形成しておく必要がある。本実施の形態にお
いては、これらの空間を利用して、スピーカ８１が取り付けられている。
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【００７３】
　なお、図１７に示すように、前面パネル２３の裏面側には、スピーカ８１から出力され
る音の漏れを防止するためのエンクローズド用の突起部材１０１をスピーカ８１の周囲を
覆うように一体成形することが望ましい。
【００７４】
　図１８は、払出用ホッパ５１を示す斜視図であり、図１９は、その縦断面図である。図
１８に示すように、払出用ホッパ５１には、スピーカ８１が結合部材８２を介してユニッ
ト化されており、図１９に示すように、スピーカ８１の接続配線８４は、払出用ホッパ５
１の接続コネクタ５５に接続されている。この払出用ホッパ５１の接続コネクタ５５は、
制御基板６３と払出用ホッパ５１とを接続して、払出用ホッパ５１に対して制御基板６３
からの制御信号を供給するためのコネクタであり、本実施の形態の場合、接続コネクタ５
５にスピーカ８１への音声信号供給用の配線を接続することにより、接続コネクタ５５を
、払出用ホッパ５１及びスピーカ８１によって共用している。これにより、制御基板６３
からの音声信号は、接続コネクタ５５を介してスピーカ８１に出力されることになり、既
存の払出用ホッパ５１のための接続コネクタ５５をスピーカ８１のための接続コネクタと
して共用することで、接続コネクタが増えることを防止して、構成の複雑化を回避するこ
とができる。
【００７５】
　図２０は、計数用ホッパ７１を示す斜視図であり、図２１は、その縦断面図である。図
２０に示すように、計数用ホッパ７１のメダル通路７６の前面部にはメダルを受けるため
の開口部７５が設けられており、この開口部７５には、外部からメダルを投入するための
メダル計数用投入口３９が取り付けられる。これにより、メダル計数用投入口３９へ投入
されたメダルは、開口部７５及びメダル通路７６を介して計数用ホッパ７１へ導かれる。
計数用ホッパ７１において計数されたメダルは、図２１に示すように、計数用ホッパ７１
の底面部に設けられた排出口７４から筺体の排出口７３（図１２）を介して搬送コンベア
に排出される。
【００７６】
　因みに、計数用ホッパ７１の開口部７５及びメダル計数用投入口３９の大きさは、遊技
者の手が入り難い大きさとされている。メダル計数用投入口３９には、前面パネル２３に
併設して、板状のメダルガイド部材２９（図１２）が固定されている。これにより、遊技
者の手がメダル計数用投入口３９から入り難くすることができる。
【００７７】
　また、開口部７５にはフォトセンサ７７（図１６）が設けられており、遊技者の手が入
った場合にこれを検出するようになっている。これにより、遊技者の手が誤って挿入され
た場合、又は、不正により手が挿入された場合等に、フォトセンサ７７によって検出し、
計数用ホッパ７１の動作を停止させることができる。なお、このフォトセンサ７７の取り
付け位置は、メダル計数用投入口３９及び開口部７５を介して投入されるメダルを誤検出
しない位置に設けられている。例えば、開口部７５の上部の状態のみを検出するように設
けることにより、開口部７５の下方を滑り込むメダルは検出せずに、開口部７５の上部ま
で入り込む遊技者の手だけを検出することができる。因みに、計数用ホッパ７１には、メ
ダルの投入を検出するためのセンサ（図示せず）も設けられている。
【００７８】
　図２２は、搬送コンベア９０とパチスロ機１０及びサンド２０との配置状態を示す概略
図である。図２２に示すように、本実施の形態のサンド２０及びパチスロ機１０は、搬送
コンベア９０を挟んで両側に設けられており、図１２に示した排出口７３の位置と、搬送
ベルト９０の位置とが離れている。この場合、サンド２０の排出口７３には、図２３に示
すような樹脂チューブ９５を取り付けることにより、排出口７３から排出されたメダルを
、搬送コンベア９０へ導くことができる。樹脂チューブ９５は、蛇腹状に形成されている
ことが望ましく、これにより、排出口７３と搬送コンベア９０との位置関係に応じた排出
経路の設定を容易に行うことができる。
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【００７９】
　なお、樹脂チューブ９５の取付方法としては、まず、計数用ホッパ７１を取り外し、樹
脂チューブ９５を排出口７３の上方から挿入して筺体２２の底面部（平面部）で固定する
。その後、計数用ホッパ７１を取り付ける。このように、樹脂チューブ９５を排出口７３
に取り付けた後に、蛇腹部により排出方向を任意に調整することができ、排出経路の設定
を容易に行うことができる。
【００８０】
　因みに、図２４は、サンド２０及びパチスロ機１０の近傍に搬送コンベア９０が設けら
れている例を示す概略図である。この場合、サンド２０の排出口７３の下方近傍に搬送コ
ンベア９０が設けられることにより、排出口７３から排出されたメダルを直接搬送コンベ
ア９０に排出することができる。すなわち、図２１に示すように、計数用ホッパ７１の排
出口７４には、排出されるメダルをガイドするガイド部７４Ａ、７４Ｂが設けられており
、このガイド部７４Ａ、７４Ｂによって、メダルの排出方向を斜め方向にすることができ
る。これにより、計数用ホッパ７１の排出口から排出されるメダル（すなわち筺体２２の
排出口７３（図１２）から排出されるメダル）の排出方向を、サンド２０の下方近傍に配
された搬送コンベア９０の方向にすることができる。
【００８１】
　図２５は、サンド２０の制御基板６３及び当該制御基板６３によって制御される構成部
品を示すブロック図である。メインＣＰＵ（central　processing　unit）１２１は、Ｒ
ＯＭ（read　only　memory）１２２に格納された制御部ログラムを読み出してメダルの計
数及びその他の処理を実行するようになされている。処理に係る各種データは、ＲＡＭ（
random　access　memory）１２３に格納される。
【００８２】
　メインＣＰＵ１２１は、情報カードリーダを介して情報カードから読み取った金額デー
タを残高データとしてＲＡＭ１２３に格納する。メインＣＰＵ１２１は、この残高データ
と、操作ユニット３４から出力される操作結果に基づいて、遊技者が指定した金額が残高
データよりも小さい場合には、指定された金額分のメダルを払出用ホッパ５１において計
数して払い出し、残高データから払い出されたメダル分の金額を減算することにより、残
高データを更新する。なお、メインＣＰＵ１２１は、駆動回路１３１を制御することによ
り、払出用ホッパ５１を駆動させることができる。また、メインＣＰＵ１２１には、駆動
回路１３２を介して計数用ホッパ７１が接続されており、メインＣＰＵ１２１は、駆動回
路１３２を制御することにより、計数用ホッパ７１を駆動させることができる。
【００８３】
　操作ユニット３４には、情報カードを返却するボタンも表示されており、遊技者がこの
操作ボタンを操作することにより、メインＣＰＵ１２１は、情報カードリーダ６２に挿入
されている情報カードをカード挿入口３２から返却する。
【００８４】
　また、メインＣＰＵ１２１は、紙幣識別装置（ビルバリ）６１から出力される紙幣識別
結果を残高データとしてＲＡＭ１２３に格納する。メインＣＰＵ１２１は、この残高デー
タと、操作ユニット３４から出力される操作結果に基づいて、遊技者が指定した金額が残
高データよりも小さい場合には、指定された金額分のメダルを払出用ホッパ５１において
計数して払い出し、残高データから払い出されたメダル分の金額を減算することにより、
残高データを更新する。なお、メインＣＰＵ１２１は、駆動回路１３１を制御することに
より、払出用ホッパ５１を駆動させることができる。
【００８５】
　また、メインＣＰＵ１２１は、ＬＥＤ部３１の赤外ＬＥＤ３１Ｂを監視用投光器として
用い、赤外ＬＥＤ３１Ｂからの赤外光を遊技者で反射させ、これをカメラ３５において撮
像する。メインＣＰＵ１２１は、カメラ３５において撮像された画像をＲＯＭ１２２に格
納し、この画像に基づいて、遊技者の存在を検出する。この検出処理は常時行われる。遊
技者の状態が非検出（離席）状態に変化して、カード挿入口３２から挿入された情報カー
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ドの金額データに残高がある場合、又は紙幣挿入口３３から挿入された紙幣の金額データ
に残高がある場合、メインＣＰＵ１２１は、スピーカ８１を介して、警告音や警告音声を
発することにより、離席しようとする遊技者に対して注意を喚起することができる。警告
音声としては、「カードを忘れています」といった音声が発せられる。
【００８６】
　また、メインＣＰＵ１２１は、非接触ＩＣカードリーダライタ３６を介して、非接触Ｉ
Ｃカードとの間で非接触通信を行うようになされている。この通信の方式は、例えば、キ
ャリア周波数が１３．５６ＭＨｚの電磁誘導方式である。メインＣＰＵ１２１は、非接触
ＩＣカードリーダライタ３６を介して非接触ＩＣカードから読み取った金額データに応じ
た数のメダルを払出用ホッパ５１によって計数し、メダル払出部１００１から払い出すと
共に、非接触ＩＣカードの残高データを書き換える。
　また、メインＣＰＵ１２１は、インターフェイス１２５を介して、パチスロ機やホール
コンピュータとの間で通信を行うようになっている。
【００８７】
　図２６は、メインＣＰＵ１２１による遊技媒体の貸出処理手順を示すフローチャートで
ある。この処理は、メインＣＰＵ１２１によって常時実行されている。図２６に示すよう
に、メインＣＰＵ１２１は、ステップＳ１１において、計数済のメダル数に基づく払出指
示があったか否かを判断する。この処理は、後述するステップＳ２０において計数されＲ
ＡＭ１２３に記憶されたメダル数の払出しを行う指示が操作ユニット３４を介して入力さ
れたか否かを判断する処理である。
【００８８】
　因みに、図２７は、ステップＳ１１において操作ユニット３４のタッチパネルＬＣＤに
表示される選択用の表示内容を示す平面図である。図２７に示すように、操作ユニット３
４のタッチパネルＬＣＤには、計数済のメダル数に基づく払出指示を選択するためのアイ
コンＡ１１と、現金（価値媒体）に基づく払出指示を選択するためのアイコンＡ１２が表
示される。遊技者はこれらのアイコンのいずれかを押圧操作することにより、いずれかを
指定することができる。
【００８９】
　計数済のメダル数に基づく払出指示があった場合、メインＣＰＵ１２１は、ステップＳ
１１からステップＳ１２に処理を移して、払出用ホッパ５１を動作させることにより、計
数済のメダル数と同数のメダルをメダル払出部１００１に払い出す。なお、遊技者が操作
ユニット３４を操作することにより、払出数を指定した場合、ＲＡＭ１２３に記憶されて
いるメダル数の範囲で指定された数のメダルを払い出すようにしてもよい。
【００９０】
　これに対して、ステップＳ１１において計数済のメダル数に基づく払出指定がなかった
場合、メインＣＰＵ１２１は、ステップＳ１１からステップＳ１３に処理を移して、価値
媒体の投入があったか否かを判断する。価値媒体とは、カード挿入口３２に挿入される情
報カード、紙幣挿入口３３に挿入される紙幣、又は非接触ＩＣカードリーダライタ３６に
かざされる非接触ＩＣカードを意味する。情報カードがカード挿入口３２に挿入されると
、情報カードリーダ６２によって情報カードから金額データが読み出される。紙幣が紙幣
挿入口３３に挿入されると、紙幣識別装置（ビルバリ）６１によって紙幣の金額が識別さ
れる。また、非接触ＩＣカードリーダライタ３６に非接触ＩＣカードがかざされると、非
接触ＩＣカードリーダライタ３６によって非接触ＩＣカードの金額データが読み取られる
。これらの読み取られた金額データは、ＲＡＭ１２３に記憶される。
【００９１】
　価値媒体が挿入された場合、メインＣＰＵ１２１は、ステップＳ１３において肯定結果
を得ることにより、ステップＳ１３からステップＳ１４へ処理を移して、払出しに係る金
額の指定があったか否かを判断する。ここで否定結果が得られると、このことは、遊技者
が操作ユニット３４を介して払出メダルの金額を指定していないこと（すなわち、金額デ
ータ全額分の払出しを指定したこと）を意味している。ここで、情報カード又は紙幣が挿
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入されている場合には、情報カード又は紙幣を挿入した後に、遊技者が操作ユニット３４
を操作することにより、金額を指定することができ、また、非接触ＩＣカードをかざして
金額データを読み取らせる場合には、非接触ＩＣカードをかざす前に、遊技者が操作ユニ
ット３４を操作することにより、金額データを指定することができる。情報カード又は紙
幣が挿入された場合にあっては、メインＣＰＵ１２１は、読み取った金額データを一旦Ｒ
ＡＭ１２３に格納した後、遊技者によって指定された金額がＲＡＭ１２３に格納された金
額の範囲内である場合には、ＲＡＭ１２３の金額データを指定された金額データに書き換
える。
【００９２】
　一方、非接触ＩＣカードがかざされる場合、先に金額が指定されることにより、メイン
ＣＰＵ１２１は、指定された金額データをＲＡＭ１２３に設定し、その後非接触ＩＣカー
ドがかざされて当該非接触ＩＣカードとの間で通信を行う際に、ＲＡＭ１２３に設定され
ている金額が非接触ＩＣカードに格納されているか否かを判断し、格納されている場合に
は、非接触ＩＣカードに格納されている金額から、ＲＡＭ１２３に設定された金額を減算
することにより、非接触ＩＣカードの金額を書き換える。これに対して、非接触ＩＣカー
ドに格納されている金額が、ＲＡＭ１２３に設定された金額に満たない場合、メインＣＰ
Ｕ１２１は、非接触ＩＣカードの金額データを書き換えず、操作ユニット３４にエラー表
示を行うことにより、払出処理を中止する。
【００９３】
　このような処理がステップＳ１４において実行されることにより、ＲＡＭ１２３には、
実際に価値媒体から引き出された金額分のデータが記憶されることになる。因みに、ＲＡ
Ｍ１２３において、既に残高データがある場合（過去の計数結果や前回の価値媒体の挿入
時の残高）、メインＣＰＵ１２１は、これらの残高データに、価値媒体から引き出された
金額分のデータを加算することになる。
【００９４】
　そして、メインＣＰＵ１２１は、金額指定が有った場合には、ステップＳ１４からステ
ップＳ１５へ処理を映して、払出用ホッパ５１を駆動させることにより、指定金額分のメ
ダルを、メダル払出部１００１に払い出す。払い出された金額データは、ＲＡＭ１２３の
特定の領域に払出履歴データとして残される。そして、メインＣＰＵ１２１は、ステップ
Ｓ１７へ処理を映す。
【００９５】
　これに対して、金額指定がなかった場合、メインＣＰＵ１２１は、ステップＳ１４から
ステップＳ１６へ処理を映して、挿入された全金額分のメダルを払い出す。払い出された
金額データは、ＲＡＭ１２３の特定の領域に払出履歴データとして残される。そして、メ
インＣＰＵ１２１は、ステップＳ１７へ処理を映す。
【００９６】
　なお、遊技者が価値媒体を投入しなかった場合、メインＣＰＵ１２１は、上述のステッ
プＳ１３において否定結果を得ることにより、ステップＳ１３からステップＳ１７へ処理
を映す。以上により、メダルの払出（貸出）処理は終了する。次に、メインＣＰＵ１２１
は、ステップＳ１７において、計数用ホッパ７１の投入口（開口部７５）に設けられたセ
ンサ（フォトセンサ）７７の検出結果に基づいて、遊技者の手が計数用ホッパ７１に差し
込まれたか否かを判断する。ここで肯定結果が得られると、メインＣＰＵ１２１は、ステ
ップＳ１８へ処理を移して、計数用ホッパ７１の動作を停止させることにより、後述する
ステップＳ２０、ステップＳ２１における計数処理を実行せずに、ステップＳ２２へ処理
を移す。これにより、遊技者の手が計数用ホッパ７１へ挿入された場合には、計数用ホッ
パ７１の計数処理を中止することができる。
【００９７】
　一方、遊技者の手が計数用ホッパ７１へ挿入されなかった場合、メインＣＰＵ１２１は
、ステップＳ１９からステップＳ２０へ処理を移し、計数用ホッパ７１に計数動作を実行
させる。そして、メインＣＰＵ１２１は、ステップＳ２１において、計数結果（計数され
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たメダル数）をＲＡＭ１２３に記憶する。
【００９８】
　以上の処理手順により、メダルの計数処理は終了する。次に、メインＣＰＵ１２１は、
ステップＳ２２において、離席警告処理を実行する。図２８は、離席警告処理手順を示す
フローチャートである。メインＣＰＵ１２１は、ステップＳ４１において、カメラ３５に
よる撮像結果を分析し、続くステップＳ４２において、遊技者が離籍したか否かを判断す
る。遊技者が離席した場合、メインＣＰＵ１２１は、ステップＳ４２からステップＳ４３
へ処理を移して、情報カード又は現金（金額データ）が残っているか否かを判断する。情
報カード又は現金（金額データ）が残っている状態とは、ＲＡＭ１２３に記憶されている
金額データに残高が残っている状態を意味する。
【００９９】
　金額データが残っている場合、メインＣＰＵ１２１は、ステップＳ４３からステップＳ
４４へ処理を移して、駆動回路１３３によりスピーカ８１から警告音や警告音声を発生さ
せ、当該離席警告処理を終了する。これにより、残高が残っているにも関わらず遊技者が
離席した場合には、遊技者に注意を促すことができる。
【０１００】
　また、メインＣＰＵ１２１は、ステップＳ４２において遊技者が離席していないと判断
した場合又はステップＳ４３において残高が残っていないと判断した場合、当該離席警告
処理を終了し、図２６の処理ルーチン（ステップＳ２３）へ処理を移す。
【０１０１】
　ステップＳ２３において、メインＣＰＵ１２１は、ＲＡＭ１２３に記憶されている残高
を、このとき挿入されている情報カード又は非接触ＩＣカードに書き込む指示があったか
否かを判断する。この処理は、操作ユニット３４に書込みを指示するためのアイコンを表
示し、このアイコンが押圧操作されたか否かによって判断する処理である。
【０１０２】
　書込み指示があった場合、メインＣＰＵ１２１は、ステップＳ２３からステップＳ２４
へ処理を移して、カード挿入口３２に情報カードが挿入されている場合には、当該情報カ
ードにＲＡＭ１２３の残高データを書き込んで情報カードの残高データに加算することに
より、情報カードの残高データを更新させる。また、情報カードが挿入されていない場合
、メインＣＰＵ１２１は、操作ユニット３４に情報カードを挿入するか又は非接触ＩＣカ
ードをかざすことを促す表示を行う。遊技者がカード挿入口３２に情報カードを挿入した
か、又は非接触ＩＣカードリーダライタ３６に非接触ＩＣカードをかざした場合、メイン
ＣＰＵ１２１は、これらのカードに残高データを書き込む。メインＣＰＵ１２１は、ステ
ップＳ２４の処理の後、又はステップＳ２３において書込み指示がなかったと判断した場
合、上述のステップＳ１１に戻って、同様の処理を繰り返す。
【０１０３】
　以上説明したように、メインＣＰＵ１２１は、貸出処理（図２６）及び離席警告処理（
図２８）を実行することにより、サンド２０においてメダルの貸出（払出）やメダルの計
数を行うことができる。
【０１０４】
　メダルの貸出処理においては、サンド２０において計数された結果を用いたメダルの貸
出を行うことにより、遊技者は、パチスロ機１０から払い出されたメダルを、パチスロ機
１０から離れたホールの計数装置へメダルを運んで計数するといった煩雑な手間をかけず
に、情報カードや非接触ＩＣカードに計数結果を書き込むことができる。また、計数され
た結果に基づいてメダルの払出を受けることにより、パチスロ機１０から離れたホールの
計数装置へメダルを運んで計数するといった煩雑な手間をかけずに、払い出されたメダル
数に応じた再遊技を行うことができる。
【０１０５】
　また、残高があるにも関わらず、遊技者が離席しようとした場合には、サンド２０に設
けられたスピーカ８１から出力される警告音により遊技者に注意を促すことができる。
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　また、遊技者は、残高データを情報カードや非接触ＩＣカードに書き込むこと又は再遊
技のためのメダル払出しに利用することができることにより、メダル収納箱をホールの計
数装置へ運ぶといった遊技者やホールスタッフの手間を軽減することができる。
【０１０６】
　また、遊技者は、投入された価値媒体に基づくメダルの払出し、又は計数結果に基づく
メダルの払出しを選択することができることにより、例えば、計数したメダルのデータは
そのまま残して、これに価値媒体から引き出した金額データを加算して使用するといった
柔軟な利用方法を選択することが可能となる。
【０１０７】
　また、以上説明したサンド２０においては、払出用ホッパ５１のメダル払出部１００１
とその下に設けられた計数用ホッパ７１のメダル計数用投入口３９との間にスピーカ８１
を設ける構成としたことにより、例えばメダル箱をメダル計数用投入口３９の上方へ運ん
でメダルをメダル計数用投入口３９に投入する際のスペースを確保するためのメダル計数
用投入口３９上の空間を利用してスピーカ８１を取り付けることができる。すなわち、ス
ピーカ８１を取り付けるための専用のスペースを確保する必要がなくなり、サンド２０の
前面部の面積を大きくする必要がなくなる。
【０１０８】
　また、スピーカ８１は、取り外し可能な前面パネル２３ではなく、払出用ホッパ５１に
取り付けられていることにより、前面パネル２３を取り外す際に、スピーカ８１が前面パ
ネル２３と共に外されることがなくなる。これにより、スピーカの接続配線８４が前面パ
ネル２３の取り外しの妨げになることを防止することができ、メンテナンス作業を容易に
行うことができるようになる。
【０１０９】
　また、情報カード、紙幣、非接触ＩＣカード等の価値媒体を識別する識別手段（情報カ
ードリーダ６２、紙幣識別装置６１、ＩＣカードリーダライタ等）を筺体内部の左右に寄
せて配置すると共に、電源ユニット６５も筺体内部の左右方向の寸法よりも小さなものを
用い、これを上部に配置された識別手段と同じ側に寄せて配置するようにしたことにより
、上下に配置された識別手段及び電源ユニット６５の横の空間を上下に大きくとることが
でき、この空間に大型の制御基板６３を配置することができる。本実施の形態の場合、サ
ンド２０の筺体２２の内部において、制御基板６３を、パチスロ機１０側に配置する構成
としたことにより、制御基板６３とパチスロ機１０とを接続する信号線の長さを短くする
ことができる。
【０１１０】
　なお、上述の実施の形態においては、パチスロ機１０のメダル払出トレー１２に払い出
されたメダルを遊技者が掬い取って、サンド２０のメダル計数用投入口３９へ投入する場
合について述べたが、これに限られるものではなく、図２９に示すように、メダル払出ト
レー１２からメダル計数用投入口３９へメダルを導くガイド部材３９Ａを設け、このガイ
ド部材３９Ａを介してメダルを移動させるようにしてもよい。このようにすれば、遊技者
は、手でメダルを掬って移動させる場合に比べて、容易にメダルを計数用ホッパ７１で計
数することができる。この場合、メダル計数用投入口３９の高さをメダル払出トレー１２
の高さよりも低くすることにより、メダルをその自重により円滑に移動させることができ
る。
【０１１１】
　なお、図２９に示すように、ガイド部材３９Ａの導入側にシャッタ３９Ｂが設けられて
おり、必要な場合においてのみメダルを計数用ホッパ７１へ投入することができる。また
、ガイド部材３９Ａは、メダル払出トレー１２に設けることに代えて、パチスロ機１０の
メダル払出口１２Ａに直接設けるようにしてもよい。
【０１１２】
（他の実施の形態）
（１）　なお上述の実施の形態においては、制御基板６３、ビルバリ６１、情報カードリ
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ーダ６２、非接触ＩＣカードリーダライタ３６、払出用ホッパ５１、計数用ホッパ７１等
をサンド２０の筺体２２にそれぞれ固定する場合について述べたが、これに限られず、例
えば、図３０に示すように、筺体２２に対して着脱可能なユニット構成としてもよい。
【０１１３】
　図３０は、制御基板６３、ビルバリ６１、情報カードリーダ６２、非接触ＩＣカードリ
ーダライタ３６、払出用ホッパ５１、計数用ホッパ７１等を着脱可能なユニット構成とし
た場合のサンド２０を示すブロック図である。図３０に示すように、サンド２０は、縦長
の箱状に形成されており、遊技機間に設置固定される断面コの字型の筺体２２に対して着
脱可能なユニット部６３０と、ユニット構成の払出用ホッパ５１と、ユニット構成の計数
用ホッパ７１と、電源ユニット６５とを備えている。
【０１１４】
　このサンド２０においては、ユニット部６３０の着脱装置６３４と筺体２２の着脱装置
（係止ピン、解除ピン、突起等により構成される）６２５とを介して、ユニット部６３０
を、筺体２２に対して着脱可能となっている。
　また、払出用ホッパ５１の着脱装置６５１と筺体２２の着脱装置（係止ピン、解除ピン
、突起等により構成される）６５３とを介して、払出用ホッパ５１は、筺体２２に対して
着脱可能となっている。また、計数用ホッパ７１の着脱装置６７１と筺体２２の着脱装置
（係止ピン、解除ピン、突起等により構成される）６７３とを介して、払出用ホッパ５１
は、筺体２２に対して着脱可能となっている。
【０１１５】
　ユニット部６３０は、略長方体形状に構成された縦長状の本体（ケーシング）６３３内
に、制御基板６３、ビルバリ６１、情報カードリーダ６２、非接触ＩＣカードリーダライ
タ３６を収容しており、メンテナンスの頻度が高いこれらの構成装置を、１つのユニット
部６３０内に設置して筺体２２に対して取り外しできるように構成されている。
【０１１６】
　上記した各ユニットは、ユニット部６３０の内部に設置された制御基板６３によってそ
の動作が制御される。この制御基板６３は、ユニット部６３０の後面に装着されるコネク
タ６３１が筺体２２内面に装着された接続コネクタ６２２に接続されることで、電源供給
部Ｄから電源が供給されると共に、外部との間で各種データの送受信が可能となっている
。この場合、ユニット部６３０に設けられるコネクタ６３１と、筺体２２に設けられる接
続コネクタ６２２は、ユニット部６３０を筺体２２から離脱する方向に移動した際、両者
の接続がそのまま解除されるように設置、構成されている。
【０１１７】
　また、払出用ホッパ５１は、その後面に装着されるコネクタ６５２が筺体２２内面に装
着されたコネクタ６５４に接続されることで、電源供給部Ｄから電源が供給されると共に
、外部との間で各種データの送受信が可能となっている。この場合、払出用ホッパ５１に
設けられるコネクタ６５２と、筺体２２に設けられるコネクタ６５４は、払出用ホッパ５
１を筺体２２から離脱する方向に移動した際、両者の接続がそのまま解除されるように設
置、構成されている。
【０１１８】
　また、計数用ホッパ７１は、その後面に装着されるコネクタ６７２が筺体２２内面に装
着されたコネクタ６７４に接続されることで、電源供給部Ｄから電源が供給されると共に
、外部との間で各種データの送受信が可能となっている。この場合、計数用ホッパ７１に
設けられるコネクタ６７２と、筺体２２に設けられるコネクタ６７４は、計数用ホッパ７
１を筺体２２から離脱する方向に移動した際、両者の接続がそのまま解除されるように設
置、構成されている。
【０１１９】
　電源供給部Ｄ内には、ユニット部６３０の内部に収容されるビルバリ６１、情報カード
リーダ６２、非接触ＩＣカードリーダライタ３６、操作ユニット３４及び着脱装置６３４
の駆動モータ等、払出用ホッパ５１の駆動モータ等、及び計数用ホッパ７１の駆動用モー
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タ等にそれぞれ電力を供給すべく、外部電源６４５から供給される電圧等を制御する電源
ユニット６５と、通信制御ユニット６２３とが設置されている。この通信制御ユニット６
２３は、通信方式の変換制御（シリアル／パラレル変換制御）や送受信先の振り分け制御
を行う機能を有しており、通信コネクタ６２７、６２８を介して、それぞれホールコンピ
ュータ５００及び隣接するパチスロ機１０との間で各種データの送受信を実行する。
【０１２０】
　このように、ユニット部６３０、払出用ホッパ５１及び計数用ホッパ７１を筺体２２に
対して前面側からスライドさせて着脱可能としたことにより、メンテナンス作業を容易に
行うことができる。
【０１２１】
（２）　また、上述の実施の形態においては、本発明をパチスロ機１０に併設されるサン
ド２０に適用する場合について述べたが、これに限られるものではなく、パチンコ機に併
設されるサンドにも適用することができる。
【０１２２】
（３）　また、上述の実施の形態においては、メダル計数用投入口３９として、図２及び
図２０に示したように、メダルを投入するための単なる開口を有するトレー状の投入部を
筐体２２の前面部２１に設ける場合について述べたが、これに限られるものではなく、遊
技者の手が入り込むことを防止する仕切り部材を設けた構成としてもよい。
【０１２３】
　図３１は、他の実施の形態に係るメダル計数用投入口７３９を示す斜視図であり、図３
２は、その背面側を示す斜視図である。なお、図３２においては、メダル払出部１００１
を省略して示している。図３１及び図３２に示すように、メダル計数用投入口７３９は、
開口上面７３９Ａと、開口上面７３９Ａに続いて形成され、当該開口上面７３９Ａを介し
て投入されたメダルをその自重により下方へ滑り落とすための傾斜面７３９Ｂと、傾斜面
７３９Ｂの後端部に形成される後端開口部７３９Ｃとを有する。
【０１２４】
　メダル計数用投入口７３９は、サンド２０（図２）の筐体２２の前面パネル２３に取り
付けられ、開口上面７３９Ａが筐体２２の外部に配置されると共に、後端開口部７３９Ｃ
が筐体２２の内部に配置されるように、前面パネル２３に取り付けられている。後端開口
部７３９Ｃの下方には、計数用ホッパ７１（図１２）が設けられており、後端開口部７３
９Ｃと計数用ホッパ７１との間には、メダルを計数用ホッパ７１へ導入するための導入通
路７２が設けられている。
【０１２５】
　これにより、メダル計数用投入口７３９の開口上面を介して投入されたメダルは、メダ
ル計数用投入口７３９の傾斜面７３９Ｂをその自重によって滑り落ち、さらに、傾斜面７
３９Ｂの後端部の後端開口部７３９Ｃから導入通路７２を介して計数用ホッパ７１に導入
される。
【０１２６】
　計数用ホッパ７１は、例えば、所定の回転機構部によって回転するメダル受け部を有し
、このメダル受け部に設けられたメダルの没入部にメダルを没入させ、メダル受け部の回
転によって没入部を所定の計数部へ移動させることにより、メダルを計数し、計数済のメ
ダルを排出するように構成されている。このように、計数用ホッパ７１は、メダルを計数
するために動作する機構部を有しており、この機構部に遊技者の手が入ることを防止する
挿入防止手段を設けることにより、安全性を確保するようになっている。この挿入防止手
段は、メダル計数用投入口７３９に設けられている。
【０１２７】
　図３１に示すように、メダル計数用投入口７３９には、開口上面７３９Ａの開口部の前
方内壁面７３９Ｄ及び傾斜面７３９Ｂからなる前壁裏面７３９Ｅと、開口上面７３９Ａの
開口部の後方内壁面を構成するメダルガイド部材２９（又は前面パネル２３）からなる後
壁前面７３９Ｇとの間に、挿入防止手段として仕切り部材７４０が架け渡されている。
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【０１２８】
　本実施の形態の場合、仕切り部材７４０は、金属の丸棒でなり、メダル計数用投入口７
３９のメダルが通る投入路を分断するようになっている。投入路は、仕切り部材７４０に
分断されることにより、分断された投入路の各々の開口面積が小さくなり、遊技者の手が
挿入され難くなる。これにより、遊技者の手が、メダル計数用投入口７３９を介して計数
用ホッパ７１に差し込まれることを防止することができる。
【０１２９】
　仕切り部材７４０は、金属材料で構成されていることにより、樹脂等の剛性が比較的低
い材料で構成する場合に比べて、その径を小さくしても、実用上十分な強度を得ることが
できる。これにより、仕切り部材７４０を設けたことによる投入路の全面積が小さくなる
ことを抑えながら、遊技者の手が挿入されることを有効に防止することができる。
【０１３０】
　図３３、図３４及び図３５に示すように、メダル計数用投入口７３９の後壁前面７３９
Ｇを構成するメダルガイド部材２９の前面には、仕切り部材７４０の一方の端部を受けて
これを支持するための支持部７４１が設けられている。また、メダル計数用投入口７３９
の前壁裏面７３９Ｅを構成する傾斜面７３９Ｂには、仕切り部材７４０の他方の端部を受
けてこれを支持するための支持部７４２が設けられている。
【０１３１】
　支持部７４１は、メダルガイド部材２９の前面側に設けられた凸部に、仕切り部材７４
０を挿入し得る径の凹部７４１Ａが形成されたものであり、仕切り部材７４０の端部を凹
部７４１Ａに受けてこれを支持するようになっている。
【０１３２】
　また、支持部７４２は、前壁裏面７３９Ｅを構成する傾斜面７３９Ｂに凹部７４２Ａが
設けられ、この凹部７４２Ａに仕切り部材７４０の他方の端部を受けてこれを支持するよ
うになっている。因みに、傾斜面７３９Ｂの厚みは、凹部７４２Ａを形成し得る程度の厚
みを有していないことにより、図３４に示すように、傾斜面７３９Ｂの裏面側に肉厚部７
４２Ｂを設けることにより、傾斜面７３９Ｂの表面側（メダルが滑り落ちる側の面）から
凹部７４２Ａを形成し得るようになっている。
【０１３３】
　図３６に示すように、メダルガイド部材２９は、メダル計数用投入口７３９に対して着
脱可能となっており、メダルガイド部材２９の貫通孔２９Ａを、メダル計数用投入口７３
９の貫通孔７３９Ｉに合わせると共に、メダルガイド部材２９の貫通孔２９Ｂを、メダル
計数用投入口７３９の貫通孔７３９Ｊに合わせ、貫通孔２９Ａ及び７３９Ｉを介してメダ
ル計数用投入口７３９及びメダルガイド部材２９を前面パネル２３（図３１）にねじ止め
すると共に、貫通孔２９Ｂ及び７３９Ｊを介してメダル計数用投入口７３９及びメダルガ
イド部材２９を前面パネル２３（図３１）にねじ止めする。この際に、仕切り部材７４０
の一方の端部及び他方の端部を支持部７４１の凹部７４１Ａ及び支持部７４２の凹部７４
２Ａに挿入することにより、当該仕切り部材７４０をメダル計数用投入口７３９に取り付
けることができる。
【０１３４】
　また、本実施の形態の場合、図３６に示すように、支持部７４２において、傾斜面７３
９Ｂ側に突出した突部７４２Ｂを有しており、この突部７４２Ｂによって、仕切り部材７
４０が凹部７４２Ａから容易に抜け落ちないようになっている。
【０１３５】
　次に、メダル計数用投入口７３９の筐体２２（前面パネル２３）への固定構造について
説明する。メダル計数用投入口７３９には、前面パネル２３（筐体２２）に当接する部位
に貫通孔７３９Ｈが設けられており、筐体２２（前面パネル２３）側にも、貫通孔７３９
Ｈに対応する位置に貫通孔が設けられている。これらの貫通孔を介して、メダル計数用投
入口７３９が前面パネル２３（筐体２２）にねじ止めされるようになっている。また、上
述したメダル計数用投入口７３９の貫通孔７３９Ｉ、７３９Ｊと、メダルガイド部材２９
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の貫通孔２９Ａ、２９Ｂを介してメダル計数用投入口７３９が前面パネル２３（筐体２２
）に固定される。さらに、メダルガイド部材２９の上部に設けられた貫通孔２９Ｃを介し
て、メダル計数用投入口７３９に締結されたメダルガイド部材２９が前面パネル（筐体２
２）に固定される。
【０１３６】
　なお、メダル計数用投入口７３９の固定方法はこれに限られるものではなく、例えば、
計数用ホッパ７１と一体化し、計数用ホッパ７１を筐体２２に固定することにより、計数
用ホッパ７１とともにメダル計数用投入口７３９が筐体２２に固定されるようにしてもよ
い。すなわち、図３７は、ホッパ７１に一体化されたメダル計数用投入口７３９を示す略
線図である。図３７に示すように、メダル計数用投入口７３９の後端開口部７３９Ｃは、
計数用ホッパ７１の導入通路７２に一体化されており、メダル計数用投入口７３９に投入
されたメダルは、後端開口部７３９Ｃから導入通路７２を介して計数用ホッパ７１へ導入
されるようになっている。
【０１３７】
　このような、メダル計数用投入口７３９を一体化してなる計数用ホッパ７１は、例えば
ねじ等の固定手段により、筐体２２に固定され、これに伴ってメダル計数用投入口７３９
も筐体２２に固定されることになる。
【０１３８】
　計数用ホッパ７１の具体的な取り付け方法としては、例えば、前面パネル２３を筐体２
２から取り外した状態で、メダル計数用投入口７３９が一体化された計数用ホッパ７１を
筐体２２の内部にねじ止めする。その後、計数用ホッパ７１に一体化されたメダル計数用
投入口７３９が前面パネル２３の開口部２３Ａに挿通されるように前面パネル２３を筐体
２２に取り付ける。これにより、前面パネル２３の開口部２３Ａからメダル計数用投入口
７３９を前方に突出させた状態で前面パネル２３を取り付けることができる。
【０１３９】
　かかる構成のメダル計数用投入口７３９を用いたサンド２０においては、遊技者がメダ
ルをメダル計数用投入口７３９の開口上面７３９Ａから投入すると、このメダルは、開口
上面７３９Ａを介して傾斜面７３９Ｂに落下し、当該メダルの自重により傾斜面７３９Ｂ
を滑り落ちる。そして、後端開口部７３９Ｃから計数用ホッパ７１の導入通路７２を介し
て計数用ホッパ７１へ落下する。
【０１４０】
　メダル計数用投入口７３９のメダルが通過する投入路の一部には仕切り部材７４０が設
けられているが、当該仕切り部材７４０が丸棒形状で構成されていること、及び仕切り部
材７４０が鉛直方向に対して傾斜して取り付けられていることにより、落下するメダルが
仕切り部材７４０に当っても、仕切り部材７４０を避けながら流れ落ちることとなり、メ
ダルは、仕切り部材７４０の取り付け位置において詰まることなく、計数用ホッパ７１へ
落下する。
【０１４１】
　なお、上述の実施の形態においては、仕切り部材７４０を傾斜して取り付ける場合につ
いて述べたが、これに限られるものではなく、例えば図３８に示すように、後端開口部７
３９Ｃよりも上方において、水平に取り付けるようにしてもよい。この場合においても、
投入されるメダルがその自重により鉛直下方へ落下する途中に仕切り部材７４０が取り付
けられることにより、メダルが仕切り部材７４０に当って詰まることを回避することがで
きる。すなわち、後端開口部７３９Ｃの近傍に仕切り部材７４０が取り付けられていると
すると、傾斜面７３９Ｂ上を滑り落ちることで落下速度が遅くなったメダルが仕切り部材
７４０に当って詰まる虞があるが、メダルが鉛直下方へ落下する途中に仕切り部材７４０
を設けることにより、メダルが詰まることを防止することができる。
【０１４２】
　次に、第２の計数部による計数処理について説明する。図３９は、他の実施の形態に係
る計数処理手順を示すフローチャートである。図３９に示すように、サンド２０のメイン
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ＣＰＵ１２１は、ステップＳ２０１において、計数開始操作がなされるのを待ち受ける。
計数開始操作とは、サンド２０の前面に設けられた操作ユニット３４を操作することによ
り、計数用ホッパ７１の計数動作の開始を指示する操作であり、遊技者がこの操作を行う
と、メインＣＰＵ１２１は、ステップＳ２０２において肯定結果を得ることにより、ステ
ップＳ２０２からステップＳ２０３へ処理を移して、計数用ホッパ７１を動作させる。こ
れに対して、計数動作の開始の操作がなされていない場合、メインＣＰＵ１２１は、上述
のステップＳ２０１に処理を移して、計数操作を待ち受ける。これにより、計数用ホッパ
７１は、計数操作に基づいて、計数動作を開始することになる。この状態で、メダルがメ
ダル計数用投入口７３９を介して投入されると、計数用ホッパ７１は、投入されたメダル
を順次カウントして行く。
【０１４３】
　メインＣＰＵ１２１は、続くステップＳ２０４において、排出センサからの検出結果を
待ち受ける。排出センサとは、計数用ホッパ７１において計数処理されたメダルが排出さ
れる排出経路上に設けられた光センサ等であり、この排出経路をメダルが通過すると、検
出結果を出力するものである。すなわち、計数用ホッパ７１において計数処理の対象であ
るメダルが投入されている状態においては、排出部に計数済のメダルが排出されることに
より、排出センサからの検出結果が得られることになる。これに対して、計数用ホッパ７
１において計数対象であるメダルが投入されていない場合、計数済のメダルもないことか
ら、排出センサからの検出結果は得られない状態となる。
【０１４４】
　メインＣＰＵ１２１は、この排出センサからの検出結果が得られる場合、計数用ホッパ
７１にメダルが投入されている状態であると判断し、これに対して、一定時間排出センサ
からの検出結果が得られない場合、計数用ホッパ７１にメダルが投入されていない状態で
あると判断するようになっている。
【０１４５】
　ステップＳ２０５において否定結果が得られると、このことは、排出センサから検出結
果を得られなかったことを意味しており、メインＣＰＵ１２１は、ステップＳ２０５から
ステップＳ２０６へ処理を移して、所定時間が経過したか否かを判断する。所定時間が経
過していない場合、メインＣＰＵ１２１は、ステップＳ２０６において否定結果を得るこ
とにより、上述のステップＳ２０４へ処理を移して、排出センサからの検出結果を待ち受
ける。
【０１４６】
　これに対して、ステップＳ２０６において肯定結果が得られると、このことは、予め設
定されている所定時間が経過したことを意味しており、メインＣＰＵ１２１は、ステップ
Ｓ２０６からステップＳ２０７へ処理を移して、計数用ホッパ７１の動作を停止させるこ
とにより、計数用ホッパ７１による計数処理を停止する。
【０１４７】
　また、上述のステップＳ２０５において肯定結果が得られると、このことは、排出セン
サから検出結果が得られたことを意味しており、メインＣＰＵ１２１は、上述のステップ
Ｓ２０３へ処理を移して、計数用ホッパ７１の動作を継続させる。これにより、計数用ホ
ッパ７１にメダルが投入されている状態においては、計数用ホッパ７１の動作が継続され
ることになる。
【０１４８】
　このように、メインＣＰＵ１２１は、計数用ホッパ７１にメダルが投入されている状態
が続く限りにおいて、計数用ホッパ７１の動作を継続させ、所定時間メダルの投入がなか
った場合（所定時間排出センサから検出結果が出力されなかった場合）、計数用ホッパ７
１の動作を停止させることにより、遊技者の操作により計数用ホッパ７１の動作を開始し
た後、計数対象であるメダルの計数が終わると、計数動作を自動的に停止させることがで
きる。
【０１４９】
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　なお、図３９は、遊技者による操作ユニット３４の操作により、計数用ホッパ７１の計
数動作を開始させる場合について示したが、これに限られるものではなく、計数用ホッパ
７１のメダルが導入される部分に光センサ等のメダルを検出するためのセンサを設け、こ
のセンサがメダルを検出した場合に計数動作を開始するようにしてもよい。
【０１５０】
　この場合のメインＣＰＵ１２１の計数処理手順は、図２６に示した遊技媒体の貸出処理
のなかで実行されるものである。この処理手順を図４０に示す。
【０１５１】
　図２６との対応部分に同一符号を付して示す図４０は、他の実施の形態に係るサンド２
０のメインＣＰＵ１２１による遊技媒体の貸出処理手順を示すフローチャートである。図
４０において図２６との対応部分には同一符号を付して重複した説明は省略する。
【０１５２】
　図４０に示す貸出処理では、メダルがメダル計数用投入口７３９に投入されて計数用ホ
ッパ７１の後述するセンサ（例えばフォトセンサ７５１）によってメダルの投入が検出さ
れた場合に、計数用ホッパ７１の計数動作を開始させるようになっている。
【０１５３】
　メインＣＰＵ１２１は、ステップＳ１７において、遊技者の手が計数用ホッパ７１に挿
入されなかったものと判断された場合、メインＣＰＵ１２１は、ステップＳ１７において
否定結果を得ることにより、ステップＳ１７からステップＳ１９へ処理を移して、計数用
ホッパ７１にメダルが投入されたか否かを判断する。この処理において、メインＣＰＵ１
２１は、計数用ホッパ７１のメダルが導入される部分に設けられたセンサからの検出結果
に基づいて、メダルが投入されたか否かを判断する。
【０１５４】
　このセンサは、図１６との対応部分に同一符号を付して示す図４１に示すように、例え
ば、計数用ホッパ７１におけるメダルの投入口である開口部７５に設けられたフォトセン
サ７５１であり、このフォトセンサ７５１によってメダルが投入されたことを検出する。
遊技者の手を検出するためのフォトセンサ７７は、開口部７５の上部に設けられ、開口部
７５の大きさに対して比較的大きな領域を占める遊技者の手を検出することができるよう
になっており、これに対して、メダルを検出するためのフォトセンサ７５１は、開口部７
５の下部に設けられ、メダル計数用投入口７３９に投入されて開口部７５に滑り落ちたメ
ダルを検出するようになっている。なお、これらのフォトセンサ７７、７５１は、他のセ
ンサを用いるようにしてもよく、例えば、メダルを検出するフォトセンサ７５１について
は、磁気センサ等、金属を検知可能なセンサを用いることにより、遊技者の手を誤検出す
ることを防止するようにすることもできる。
【０１５５】
　図４０のステップＳ１９において、フォトセンサ７５１の検出結果に基づいて、メダル
が投入されたことが検出されると、メインＣＰＵ１２１は、ステップＳ１９において肯定
結果を得ることにより、ステップＳ１９からステップＳ２５１へ処理を移して、内部タイ
マによる計時動作を開始し、続くステップＳ２０において計数用ホッパ７１の計数動作を
開始させメダルの計数処理を開始する。
【０１５６】
　メインＣＰＵ１２１は、ステップＳ２１において計数結果を記憶した後、続くステップ
Ｓ２５２へ処理を移して、上述のステップＳ２５１において開始した計時動作の結果に基
づいて、所定時間が経過したか否かを判断する。
【０１５７】
　所定時間が経過していない場合、メインＣＰＵ１２１はステップＳ２５２において否定
結果を得ることにより、ステップＳ２５２から上述のステップＳ１９へ処理を移して、メ
ダルが投入されたか否かを再度判断する。これに対して、所定時間が経過した場合、メイ
ンＣＰＵ１２１は、ステップＳ２５２において肯定結果を得ることにより、ステップＳ２
５２からステップＳ２２の離席警告処理（図２８）へ処理を移す。
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【０１５８】
　一方、上述のステップＳ１９において否定結果が得られると、このことは、フォトセン
サ７５１によるメダルの検出結果が得られていないことを意味しており、メインＣＰＵ１
２１は、ステップＳ１９からステップＳ２２へ処理を移す。
【０１５９】
　このように、図４０に示す貸出処理においては、計数用ホッパ７１の開口部７５（図４
１）に設けられたフォトセンサ７５１によってメダルの投入状態を検出し、検出結果に基
づいて計数用ホッパ７１の計数動作を開始させることにより、遊技者が操作ユニット３４
（図２）等の操作部を操作することなく、メダル計数用投入口７３９からメダルを投入す
るだけで、容易に計数用ホッパ７１の計数動作を開始させることができる。
【０１６０】
（４）　また上述の実施の形態においては、図３について上述したように、計数用ホッパ
７１によって計数されたメダルを、筐体２０の底面部に設けられた排出口７３から搬送コ
ンベアに排出する場合について述べたが、これに限られるものではなく、排出口７３に代
えて、計数用ホッパ７１において計数済のメダルを、所定の揚送手段を用いて、払出用ホ
ッパ５１へ揚送するようにしてもよい。
【０１６１】
　揚送手段としては、例えば、エアを利用してメダルを揚送するもの、ベルト等のリフト
手段によってメダルを揚送するもの、又は、ばねによってメダルを打ち上げるもの等、種
々の構成を適用することができる。
【０１６２】
　例えば、図４２に示すように、計数用ホッパ７１において計数され、排出口７４から排
出されるメダルを、揚送部７６０によって揚送路７６１を揚送し、計数用ホッパ７１の上
部に設けられた払出用ホッパ５１の補給通路５３へ落とし込むように構成する。
【０１６３】
　揚送手段を設けることにより、計数用ホッパ７１において計数処理されたメダルをホー
ルの回収手段によって回収することなく、払出用ホッパ５１へ送ることにより、遊技者へ
の払出しに供することができる。これにより、ホールによって回収する手間を省くことが
可能となる。
【０１６４】
（５）　また上述の実施の形態においては、サンド２０の紙幣識別装置６１、電源ユニッ
ト６５、制御基板６３等が収納された筺体内部空間の前面側を、まとめて１つの前面パネ
ル（前面部２１）によって覆う場合について述べたが、これに限られるものではなく、前
面部２１を複数（例えば２つ）に分割して、制御基板６３などの重要な構成部品が取り付
けられる部位の前面部のみを個別のパネル構成としてもよい。
【０１６５】
　このような構成としたサンド２０を図４３に示す。図４３に示すように、サンド２０は
、その前面部２１として、紙幣識別装置６１が取り付けられる筺体内部空間前面部を覆う
前面パネル２２１と、制御基板６３及び電源ユニット６５が取り付けられる筺体内部空間
の前面部を覆う前面パネル２２２と、払出用ホッパ５１の補給通路５３が設けられる筺体
内部空間の前面部を覆う前面パネル２２３とから構成されている。
【０１６６】
　図４４に示すように、前面パネル２２１、２２２及び２２３は、各々個別に着脱可能に
構成されており、最も重要な構成部品である制御基板６３が設けられる筺体内部空間の前
面部を覆う前面パネル２２２は、その上下に配置された前面パネル２２１及び２２３を筺
体２２に取り付けることで、ロックされる構成となっている。
【０１６７】
　このロック機構について説明する。図４５は、前面パネル２２１、２２２及び２２３の
取付け状態を示す略線図である。図４５に示すように、前面パネル２２１の上部には、鍵
２２４が設けられており、この鍵２２４によって前面パネル２２１が筺体２０にロックさ
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れる。前面パネル２２１は、鍵２２４を解除することにより、図４５において一点鎖線で
示すように、略平行に筺体２２から取り外すことができる。これにより、筺体２２の内部
空間のうち、上部空間（後述する第１の内部空間ＡＲ１０１の上側に隣接する空間）ＡＲ
１０２の前方を前面パネル２２１によって開閉することができる。また、前面パネル２２
３の下部には、鍵２２５が設けられており、この鍵２２５によって前面パネル２２３が筺
体２０にロックされる。前面パネル２２３は、その下部が筺体２２に対して回動可能に軸
支されており、図４５において一点鎖線で示すように、当該下部を回動軸として上部が開
閉する。これにより、筺体２２の内部空間のうち、下部空間（後述する第１の内部空間Ａ
Ｒ１０１の下側に隣接する空間）ＡＲ１０３の前方を前面パネル２２３によって開閉する
ことができる。
【０１６８】
　前面パネル２２１の下部には、略Ｌ字状の屈曲部２２１Ａが形成されており、また、前
面パネル２２２の上部には、略Ｕ字状の屈曲部２２２Ａが形成されている。屈曲部２２２
Ａによって形成される凹部に、屈曲部２２１Ａが挿入されることにより、前面パネル２２
２の上部は、前面パネル２２１の屈曲部２２１Ａによって前方から押されて筺体２２にロ
ックされた状態となる。屈曲部２２１Ａ及び２２２Ａによって第１のロック部が構成され
る。
【０１６９】
　前面パネル２２３の上部には、略Ｌ字状の屈曲部２２３Ａが形成されており、また、前
面パネル２２２の下部には、略Ｕ字状の屈曲部２２２Ｂが形成されている。屈曲部２２２
Ｂによって形成される凹部に、屈曲部２２３Ａが挿入されることにより、前面パネル２２
２の下部は、前面パネル２２３の屈曲部２２３Ａによって前方から押されて筺体２２にロ
ックされた状態となる。屈曲部２２３Ａ及び２２２Ｂによって第２のロック部が構成され
る。
【０１７０】
　前面パネル２２１が鍵２２４によって筺体２２にロックされている状態においては、前
面パネル２２２の上部も前面パネル２２１によってロックされ、また、前面パネル２２３
が鍵２２５によって筺体２２にロックされている状態においては、前面パネル２２２の下
部も前面パネル２２３によってロックされる。このように、前面パネル２２１及び２２３
が鍵２２４及び２２５によって筺体２２にロックされている状態においては、前面パネル
２２は、その上部及び下部が筺体２２にロックされる。すなわち、前面パネル２２１及び
２２３のロックを解除してこれらを筺体２２から取り外すことにより、前面パネル２２２
を筺体２２から取り外すことができる。　
【０１７１】
　また、前面パネル２２２を取り付ける場合は、当該前面パネル２２２を筺体２２位置合
わせした後、前面パネル２２１及び２２３を筺体２２に取り付ける。
【０１７２】
　かくして、前面パネル２２２自体には鍵等を設けることなく、前面パネル２２１及び２
２３によりロックさせる構成とすることにより、簡単に前面パネル２２が取り外されるこ
とを防止することができる。これにより、重要な構成部品（制御基板など）が不正に交換
されることを防止することができる。
【０１７３】
（６）　上述の実施の形態においては、計数用投入口３９からメダルを投入することで、
当該メダルを計数する構成について述べた。この計数用投入口３９を照明によって照らす
ことにより、メダルを投入し易くすることもできる。
【０１７４】
　図４６は、計数用投入口３９を照らすための照明を備えたサンド２０を示す斜視図であ
る。図４６に示すように、サンド２０は、前面パネル２３のメダルガイド部材２９に、光
を透過させる開口部２９Ｅを有している。筺体２２の内部には、スピーカ８１の下方に照
光用ＬＥＤ基板３１１が設けられている。照光用ＬＥＤ基板３１１は、その基板面に設け



(27) JP 5597172 B2 2014.10.1

10

20

30

40

50

られたＬＥＤからの光を、照光用レンズ３１３及び開口部２９Ｅを介して、サンド２０の
前方に照射する。開口部２９Ｅは、計数用投入口３９の上部に設けられていることにより
、照光用ＬＥＤ基板３１１からの光によって、計数用投入口３９が照らされることになる
。これにより、暗い店内においても、計数用投入口３９を照らして、メダルの投入位置を
目視し易くすることができる。
【０１７５】
　照光用ＬＥＤ基板３１１の配線は、スピーカ８１の配線とまとめられ、同じコネクタ５
５（図１９）を介して制御基板６３に接続されている。このように、照光用ＬＥＤ基板３
１１の配線を、スピーカ８１の配線とまとめて引き回すことにより、配線の設置を容易に
行うことができる。図２５との対応部分に同一符号を付して示す図４７は、制御基板６３
に照光用ＬＥＤ基板３１１を接続した構成を示すブロック図である。
【０１７６】
　図４７に示すように、メインＣＰＵ１２１は、照光用ＬＥＤ基板３１１を駆動制御する
ことにより、当該照光用ＬＥＤ基板３１１に設けられたＬＥＤ（図示せず）を発光させる
ことができる。本実施の形態の場合、制御基板６３は、照光用ＬＥＤ基板３１１のＬＥＤ
を常に点灯するように制御しているが、これに限られるものではなく、例えば、操作ユニ
ット３４の操作結果に基づいて、照光用ＬＥＤ基板３１１を発光させるようにしてもよい
。このようにすれば、遊技者が必要な場合のみ、操作ユニット３４を操作することにより
、計数用投入口３９を照らすことができる。また、例えば、計数用投入口３９にセンサを
設け、メダルが計数用投入口３９に近づいた際に、照光用ＬＥＤ基板３１１を発光制御し
て、計数用投入口３９を照らすようにしてもよい。
【０１７７】
（７）　上述の実施の形態においては、平板状の基板で構成された制御基板６３（図１４
）を用いる場合について述べたが、これに限られるものではなく、例えば、図４８に示す
ようにＬ字状に屈曲した基板によって制御基板６３を構成するようにしてもよい。
【０１７８】
　図４８に示すように、この制御基板６３は、略９０°の角度で結合された第１の基板領
域６３Ａと、第２の基板領域６３Ｂとを有する。第１の基板領域６３Ａは、垂直面内に主
面を有し、第２の基板領域６３Ｂは、水平面内に主面を有する。第１の基板領域６３Ａは
、サンド２０の前面部２１（前面パネル）の裏面側に接するように収納される。すなわち
、第１の基板領域６３Ａは、略垂直に収納される。第１の基板領域６３Ａと直交する方向
に結合された第２の基板領域６３Ｂは、その端部にコネクタ６３Ｃが設けられており、こ
のコネクタ６３ＣがＩ／Ｏ基板６７に接続される。
【０１７９】
　Ｉ／Ｏ基板６７は、その主面が筺体２２の背面部２２Ｂに沿うように配置されており、
このＩ／Ｏ基板６７の基板面に設けられたコネクタに、制御基板６３のコネクタ６３Ｃが
接続される。
【０１８０】
　また、制御基板６３の第１の基板領域６３ＡとＩ／Ｏ基板６７との間には、電源ユニッ
ト６５が配置される。この電源ユニット６５のコネクタ６５Ｃは、Ｉ／Ｏ基板６７に設け
られたコネクタに接続される。このように、電源ユニット６５は、制御基板６３の第１の
基板領域６３Ａと、Ｉ／Ｏ基板６７との間に挟まれた状態に配置される。電源ユニット６
５、制御基板６３の左右方向の幅寸法は、サンド２０の筺体２２に設けられた左右両側の
側壁２２Ｄ（図２）によって挟まれる程度の寸法となっており、図４８に示すように、電
源ユニット６５及び制御基板６３が配置された状態においては、筺体２２の側壁２２Ｄ（
図２）によって、左右方向から挟まれた状態となる。また、電源ユニット６５は、筺体２
２の一部に設けられたフレーム２２Ｅ上に載置されるようにもなっている。
【０１８１】
　これらにより、電源ユニット６５は、Ｉ／Ｏ基板６７、側壁２２Ｄ、制御基板６３の第
１の基板領域６３Ａ、第２の基板領域６３Ｂ、フレーム２２Ｅによって、上下左右全ての
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方向から挟まれた状態となる。これにより、電源ユニッ６５が不用意に動くことを防止す
ることができる。因みに、前面部２１は、筺体２２に対して、所定のロック機構などで固
定されることにより、制御基板６３、電源ユニット６５などが前方に飛び出すことを防止
することができる。
【０１８２】
（８）　情報カードリーダ６２及び非接触ＩＣカードリーダライタ３６（図１２）のアン
テナ配置の他の実施の形態について説明する。サンド２０においては、制御基板６３を挟
んで、上下に情報カードリーダ６２及び非接触ＩＣカードリーダライタ３６が設けられて
いることにより、情報カードリーダ６２及び非接触ＩＣカードリーダライタ３６の各々の
アンテナは、１つの制御基板６３によって別々に制御される（図２５）。
【０１８３】
（９）　カメラ３５の他の実施の形態について説明する。他の実施の形態のカメラ３５は
、図１に示した赤外ＬＥＤ３１Ｂに代えて、赤外光を照射する赤外ＬＥＤとカメラユニッ
ト（ＣＭＯＳカメラ）とが近接して設けられている。具体的には、図４９に示すように、
カメラ３５は、赤外光を照射する赤外ＬＥＤ基板３５Ａと、赤外光が被写体（遊技者）に
おいて反射して得られる反射光を受光することにより、被写体像を撮像するＣＭＯＳカメ
ラ３５Ｂとを有する。赤外ＬＥＤ基板３５Ａは、その赤外ＬＥＤにより、制御基板６３か
らのコマンドに基づいて赤外光を照射する。ＣＭＯＳカメラ３５Ｂは、撮像信号を制御基
板６３に送出する。制御基板６３は、撮像信号に基づいて、画像認識を行う。
【０１８４】
　カメラ３５においては、赤外ＬＥＤ基板３５Ａ及びＣＭＯＳカメラ３５Ｂの前面にフィ
ルタ３５Ｃが設けられている。このフィルタ３５Ｃは、赤外光を透過し、それ以外の波長
の光は通さないフィルタであり、赤外ＬＥＤ基板３５Ａから被写体に照射された赤外光の
反射光のみを透過させてＣＭＯＳカメラ３５Ｂに受光させるようになっている。これによ
り、パチスロ機１０や当該パチスロ機１０が設置されているホールの演出光の影響を抑制
して、被写体（遊技者）の像を明瞭に撮像することができる。
【０１８５】
（１０）　サンド２０の他の実施の形態として、金融サーバとの間で通信を行う構成を有
するサンド２０について説明する。図５０は、他の実施の形態に係るサンド２０の制御基
板６３の構成を示すブロック図である。なお、図５０において、図２５との対応部分には
同一符号を付して重複した説明は省略する。
【０１８６】
　図５０に示すように、メインＣＰＵ１２１は、Ｉ／Ｏ基板６７を介して、パチスロ機及
びホールコンピュータと通信を行うようになっており、また、インターフェイス６８を介
して金融サーバ（後述）と通信を行うようになっている。
【０１８７】
　図５１は、サンド２０が設置された遊技店と金融サーバ３００とを示す略線的ブロック
図である。図５１に示すように、サンド２０は、パチスロ機１０及び遊技店に設置された
ホールコンピュータ５００に接続されていると共に、通信網２００を介して外部の金融サ
ーバ５００にも接続されている。
【０１８８】
　サンド２０は、ホールコンピュータ５００との間では、遊技に関する情報、ホールが遊
技者（情報カードや非接触ＩＣカードの所有者）に対して貸し出したメダル（遊技媒体）
の数に関する情報、遊技者がサンド２０を介してパチスロ球を計数した結果に関する情報
等を送受信する。
【０１８９】
　また、サンド２０は、ホールコンピュータ５００との間の通信路とは異なる通信路（通
信網２００）を介して、外部の金融サーバ３００との間で、遊技者のクレジット情報等を
送受信する。図５２は、サンド２０の制御基板６３及びＩ／Ｏ基板６７を示すブロック図
である。図５２に示すように、Ｉ／Ｏ基板６７と制御基板６３とは、コネクタを介して直
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接接続されており、Ｉ／Ｏ基板６７はホールコンピュータ５００と接続され、制御基板６
３は、インターフェイス６８及び外部の通信網２００を介して、金融サーバ３００と接続
されている。
【０１９０】
　制御基板６３のメインＣＰＵ１２１は、ホールコンピュータ５００との間での通信は、
Ｉ／Ｏ基板６７を介して行う共に、金融サーバ３００との間の通信は、Ｉ／Ｏ基板６７を
介さずに（すなわち、ホールコンピュータ５００を介さずに）、直接行う。これにより、
例えば、遊技者の暗証番号といった決済情報は、サンド２０から直接金融サーバ３００に
送信されることにより、情報のセキュリティを向上させることができる。
【０１９１】
　次に、金融サーバ３００との情報の送受信について説明する。図５３は、サンド２０（
メインＣＰＵ１２１）と金融サーバ３００との間の情報のやり取りを示すタイミングチャ
ートである。
【０１９２】
　図５３に示すように、サンド２０において、遊技者が情報カードとしてクレジットカー
ドをカード挿入口３２から挿入すると共に、操作ユニット３４を操作して、クレジットカ
ードを利用したメダルの貸出しを要求する操作を行うと、制御基板６３のメインＣＰＵ１
２１は、情報カードリーダ６２を介してクレジットカードからカード情報を読み取ると共
に、操作ユニット３４の表示により、遊技者に対して、暗証番号の入力を促す。
【０１９３】
　遊技者が操作ユニット３４を操作して暗証番号を入力すると、メインＣＰＵ１２１は、
カード情報及び暗証番号を金融サーバ３００へ送信する（ステップＳ１１０１）。金融サ
ーバ３００は、送信されたカード情報及び暗証番号に基づいて、認証処理を行う（ステッ
プＳ１１０２）。認証処理の結果、正規のユーザであることが認証されると、金融サーバ
３００は、認証完了（認証ＯＫ）の情報をサンド２０に送信する（ステップＳ１１０３）
。
【０１９４】
　認証完了の情報を受け取ったサンド２０のメインＣＰＵ１２１は、操作ユニット３４の
表示により遊技者に対して認証が完了した旨を伝えると共に、必要な金額（メダルの数）
の入力を促す。この場合、予め決められた数単位での入力を促すことになる。
【０１９５】
　遊技者が操作ユニット３４を操作して、金額（メダルの数）を指定すると、メインＣＰ
Ｕ１２１は、指定された金額（メダルの数を指定した場合には、当該メダルの数に応じた
金額）の振込を要求する振込要求を金融サーバ３００に送信する（ステップＳ１１０４）
。
【０１９６】
　金融サーバ３００は、サンド２０から受け取った振込要求に応じて、指定された金額を
、遊技者の指定の口座から遊技店の口座へ振り込む（ステップＳ１１０５）。この振込処
理が完了すると、金融サーバ３００は、振込完了情報を、サンド２０へ送信すると共に（
ステップＳ１１０６）、ホールコンピュータ５００へ送信する（ステップＳ１１０７）。
【０１９７】
　サンド２０のメインＣＰＵ１２１は、金融サーバ３００からの振込完了情報に基づいて
、指定された数のメダルをメダル払出部１００１から払い出す。これにより、遊技者がク
レジットカードを利用してメダルの貸出しを受けることができる。なお、ホールコンピュ
ータ５００は、金融サーバ３００からの振込完了情報に基づいて、該当するサンド２０及
びパチスロ機１０に関する履歴情報を更新する。
【０１９８】
　このように、本実施の形態においては、サンド２０からホールコンピュータ５００及び
金融サーバ３００に対する通信を個別に行うことにより、遊技者のクレジットカードに関
する情報をホールコンピュータ５００を介さずに直接金融サーバ３００に送信することが
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でき、セキュリティを一段と高めることが可能となる。
【０１９９】
（１１）　上述の実施の形態においては、図２～図１１について上述したように、メダル
払出部１００１として、複数のＵ字溝形状の案内部材１０３０～１０７０を用いて伸縮可
能としたが、これに限られるものではなく、例えば、案内部材１０３０～１０６０につい
ては、全体が覆われたチューブ形状の部材を用い、先端部の案内部材１０７０については
、遊技者がメダルを取り出し可能とするため、図５に示したように皿形状とするようにし
てもよい。このようにすれば、案内部材１０３０～１０６０をメダルが滑り落ちる際に、
当該メダルが案内部材１０３０～１０６０から逸れて床に落下することを防止することが
できる。
【０２００】
　また、上述の実施の形態においては、案内部材１０３０～１０７０を別体構成とした場
合について述べたが、これに限られるものではなく、例えば、蛇腹状の一体のものを用い
るようにすることもできる。蛇腹状の案内部材を用いる場合、図２～図１１について上述
したように収納状態から使用状態への変移過程として、一旦前方に倒した後にパチスロ機
１０の前方（横方向）へ曲げながら伸ばすといった２段階の動作を行うことなく、収納状
態（図３）から使用状態（図２）へ直接移動させることができるようになす。すなわち、
蛇腹のように曲折方向が任意である構成を適用することにより、収納状態（図３）から斜
め下方へ案内部材を変移させて使用状態（図２）とすることができるようになる。
【０２０１】
（遊技媒体貸出装置の概要）
　本実施の形態における遊技媒体貸出装置（サンド２０）は、遊技機（パチスロ機１０）
に併設され、前記遊技機で遊技を行うための遊技媒体（メダル）を貸し出す遊技媒体貸出
装置（サンド２０）であって、前記貸し出される遊技媒体を払い出す払出口（メダル払出
口１００２）と、前記払出口の下方に設けられた遊技媒体の受け皿（メダル計数用投入口
３９、７３９）と、前記払出口から払い出される遊技媒体を前記遊技機（パチスロ機１０
）の前面側に案内する案内通路（案内部材１０３０～１０７０）と、前記案内通路（案内
部材１０３０～１０７０）を前記案内通路の使用位置と収納位置との間で移動可能とし、
前記使用位置では、前記払出口（メダル払出口１００２）から払い出される遊技媒体を前
記案内通路案内部材１０３０～１０７０）へ導入すると共に、前記収納位置では、前記払
出口（メダル払出口１００２）から払い出される遊技媒体を下方の前記受け皿（メダル計
数用投入口３９、７３９）に落下させる案内通路収納手段（メダル払出部１００１）とを
備えることを特徴としている。
【０２０２】
　この遊技媒体貸出装置（サンド２０）においては、案内通路（案内部材１０３０～１０
７０）が収納位置にあるとき、遊技者が誤って払出操作を行ってしまった場合であっても
、払出口（メダル払出口１００２）から払い出された遊技媒体は、下方の受け皿（メダル
計数用投入口３９、７３９）に落下することとなり、遊技媒体が床面に散乱するといった
不都合を防止することができる。
【０２０３】
　また本実施の形態は、前記構成に加えて、前記受け皿（メダル計数用投入口３９、７３
９）は、外部から投入された遊技媒体を、遊技媒体の数を計数する計数手段に導くための
計数用の受け皿であることを特徴としている。
【０２０４】
　この遊技媒体貸出装置（サンド２０）においては、案内通路（案内部材１０３０～１０
７０）が収納位置にあるときに遊技者が誤って払出操作を行うと、払出口（メダル払出口
１００２）から払い出された遊技媒体は、計数用の受け皿（メダル計数用投入口３９、７
３９）に落下し、計数手段によって計数される。これにより、案内通路（案内部材１０３
０～１０７０）を介して遊技機側に案内されず、遊技に供されない遊技媒体（受け皿に落
下した遊技媒体）は、再度計数されてクレジット数に反映される。この結果、遊技者が誤
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って払出操作を行って遊技に供されずに受け皿（メダル計数用投入口３９、７３９）から
回収された遊技媒体については、再度利用可能となり、遊技者が不利益を被ることを防止
することができる。
【０２０５】
　また本実施の形態は、前記構成に加えて、前記案内通路（案内部材１０３０）の前記使
用位置は、前記払出口（メダル払出口１００２）から払い出される遊技媒体がその自重に
より前記案内通路の先端に滑り落ちる角度に前記案内通路が位置決めされる位置であり、
前記案内通路（案内部材１０３０）の前記収納位置は、前記払出口から払い出される遊技
媒体の自重による払出し動作を規制する角度に前記案内通路が位置決めされる位置であり
、前記案内通路収納手段（メダル払出部１００１）は、前記案内通路（案内部材１０３０
）が前記収納位置にあるとき、前記払出口（メダル払出口１００２）から払い出され、払
出し動作が規制される遊技媒体を落下させる開口部（空隙１０３０Ｃ）を前記払出口（メ
ダル払出口１００２）と前記案内通路（案内部材１０３０）との間に形成することを特徴
としている。
【０２０６】
　この遊技媒体貸出装置（サンド２０）においては、案内通路が収納位置にあるとき、遊
技者が誤って払出操作を行ってしまった場合であっても、払出口から払い出された遊技媒
体は、案内通路の規制によって開口部から下方の受け皿（メダル計数用投入口３９、７３
９）に落下することとなるので、遊技媒体が床面に散乱するといった不都合を防止するこ
とができる。
【０２０７】
　また本実施の形態は、前記構成に加えて、前記案内通路（案内部材１０３０～１０７０
）の先端部に設けられ、前記案内通路により案内された前記払出口（メダル払出口１００
２）からの遊技媒体を貯留する上部が開口された皿状部（案内部材１０７０）を備えるこ
とを特徴としている。
【０２０８】
　この遊技媒体貸出装置（サンド２０）においては、案内通路（案内部材１０３０～１０
７０）に案内された遊技媒体は、案内通路の先端部に設けられた皿状部（案内部材１０７
０）に貯留されることになる。皿状部（案内部材１０７０）は、上部が開口しており、遊
技者は、この皿状部（案内部材１０７０）に貯留された遊技媒体を取り出して遊技機（パ
チスロ機１０）の遊技媒体の投入口（メダル投入口１１）へ投入することができる。
【０２０９】
　また本実施の形態は、前記構成に加えて、前記使用位置において、前記皿状部（案内部
材１０７０）は、前記遊技機（パチスロ機１０）の遊技媒体が払い出される下皿（メダル
払出トレー１２）と前記遊技機の遊技媒体を投入するための投入口（メダル投入口１１）
との間の高さ位置に配置されることを特徴としている。
【０２１０】
　この遊技媒体貸出装置（サンド２０）においては、案内通路の先端部に設けられた皿状
部（案内部材１０７０）が、案内通路の使用位置において遊技機の下皿（メダル払出トレ
ー１２）と投入口（メダル投入口１１）との間に配置されることにより、皿状部（案内部
材１０７０）に貯留された遊技媒体を、遊技者が取り上げて遊技機（パチスロ機１０）の
投入口（メダル投入口１１）へ投入する際の遊技者の動作量が少なくなることにより、遊
技者の疲労を低減することができる。
【０２１１】
　また本実施の形態は、前記構成に加えて、前記払出口（メダル払出口１００２）の左右
において前方へ突出して設けられ、前記払出口（メダル払出口１００２）から払い出され
た遊技媒体の左右方向への動きを規制する突出部１０２１Ａ、１０２１Ｂを備えることを
特徴としている。
【０２１２】
　この遊技媒体貸出装置（サンド２０）においては、案内通路（案内部材１０３０～１０
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７０）が収納位置にあるときに払出口（メダル払出口１００２）から払い出されて受け皿
（メダル計数用投入口３９、７３９）に落下する遊技媒体は、その左右方向への動きが突
出部１０２１Ａ、１０２１Ｂにより規制される。これにより、受け皿（メダル計数用投入
口３９、７３９）に落下する遊技媒体が左右方向に広がって落下することを抑制すること
ができ、遊技媒体を実用上十分に受け皿に回収することができる。
【符号の説明】
【０２１３】
　１０　パチスロ機
　２０　サンド
　２１　前面部
　２２　筺体
　２９Ｅ　開口部
　３１　ＬＥＤ部
　３２　カード挿入口
　３３　紙幣挿入口
　３４　操作ユニット
　３５　カメラ
　３５Ａ　赤外ＬＥＤ基板
　３５Ｂ　ＣＭＯＳカメラ
　３６　非接触ＩＣカードリーダ
　３８　スピーカカバー
　３９　メダル（遊技媒体）計数用投入口
　５１　払出用ホッパ
　６１　紙幣識別装置（ビルバリ）
　６２　情報カードリーダ
　６３　制御基板
　６５　電源ユニット
　６７　Ｉ／Ｏ基板
　７１　計数用ホッパ
　８１　スピーカ
　１０１　突起部材
　１２１　メインＣＰＵ
　３００　金融サーバ
　３１１　照光用ＬＥＤ基板
　３５６　送出用ガイド
　５００　ホールコンピュータ
　７００　決済システム
　７３９　メダル計数用投入口
　７３９Ａ　開口上面
　７３９Ｂ　傾斜面
　７３９Ｅ　前壁裏面
　７３９Ｇ　後壁前面
　７４０　仕切り部材
　８００　金融機関システム
　９００　クレジットカードシステム
　１００１　メダル払出部
　１００２　メダル払出口
　１０３０～１０７０　案内部材
　１０３１～１０６１　軸部材
　１０３０Ｃ　空隙
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　１０２１Ａ、１０２１Ｂ　突出部
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【図２１】 【図２２】
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【図３１】 【図３２】
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【図３９】 【図４０】
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【図５１】 【図５２】
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